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●新しい観光・交流による活力づくりに関する事業●力強い産業と仕事づくりに関する事業

●明日を担う人づくりと誇りあるふるさとづくりに関する事業

●その他の目的のために市長が必要と認める事業

ご寄付いただいた皆さまに
　心からお礼申し上げます

●みんなでつくるまちづくりに関する事業

●快適で住みよい暮らしづくりに関する事業

●笑顔いっぱいの健康と福祉づくりに関する事業
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市
と
雲
仙
市
地
域
公
共
交
通

協
議
会
（
※
）
で
は
、
地
域
に

お
け
る
公
共
交
通
の
問
題
や
課

題
、
利
用
意
向
、
費
用
負
担
な

ど
に
つ
い
て
の
市
民
意
識
を
把

握
す
る
た
め
、
昨
年
度
、
市
民

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

※
雲
仙
市
地
域
公
共
交
通
協
議

会
…
自
治
会
や
婦
人
会
、
老

人
会
、
P
T
A
な
ど
の
代
表

者
、
公
共
交
通
事
業
者
、
公

共
交
通
関
係
行
政
機
関
な
ど

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
対
象

　

市
内
約
1
万
６
０
０
０
世
帯

の
各
世
帯
2
人
以
内
（
世
帯
主

お
よ
び
普
段
よ
く
外
出
す
る
18

歳
以
上
の
人
。
単
身
世
帯
は
世

帯
主
の
み
）
。
自
治
会
を
通
し

て
ア
ン
ケ
ー
ト
の
配
布
・
回
収

を
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
結
果

1　

回
答
者
の
属
性

　

回
答
者
の
住
ん
で
い
る
町
の

比
率
は
、
各
町
の
人
口
比
率
と

似
通
っ
て
い
ま
す
。

　

年
齢
に
つ
い
て
は
、
60
歳
以

上
が
過
半
数
を
占
め
て
お
り
、

性
別
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
均
等

な
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2　

よ
く
利
用
す
る
施
設
と
所

在
地
（
目
的
別
）

①
通
勤
・
通
学

　

施
設
に
つ
い
て
は
、
「
会

社
」
と
い
う
回
答
が
最
も
多

い
。
所
在
地
（
表
①
）
に
つ
い

て
は
、
「
諫
早
市
」
、
市
内
の

各
地
域
、
「
島
原
市
」
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

（
表
①
）

■
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

雲
仙
市
の
地
域
公
共
交
通
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

②
買
い
物

　

施
設
、
所
在
地
（
表
②
）
に

つ
い
て
、
市
内
の
各
地
域
で
そ

れ
ぞ
れ
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
表
②
）

③
通
院

　

施
設
で
は
、
愛
野
に
あ
る
病

院
が
最
も
多
い
。所
在
地
（
表

③
）
に
つ
い
て
は
、「
諫
早
市
」、

市
内
の
各
地
域
、「
島
原
市
」
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

（
表
③
）

3　

公
共
交
通
の
利
用

　

公
共
交
通
を
利
用
し
て
い
る

人
の
割
合
は
、
約
30
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

①
公
共
交
通
手
段

　
「
路
線
バ
ス
」
の
利
用
が
最
も

多
く
、
次
い
で
「
タ
ク
シ
ー
」、

「
鉄
道
」
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。

②
将
来
望
ま
れ
る
公
共
交
通
手

段
（
公
共
交
通
を
利
用
し
て

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
窓
口
課（
☎
38
‐
3
1
1
1
）

雲
仙
市
の
地
域
公
共
交
通
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

回　答 票　数
諫早市 449
小浜町 395
国見町 360
吾妻町 309
島原市 306
愛野町 255
瑞穂町 238
千々石町 146
長崎市 92
南串山町 78

回　答 票　数
国見町 1,824
愛野町 1,596
小浜町 1,171
吾妻町 650
千々石町 553
諫早市 482
瑞穂町 336
島原市 301
南島原市 218
南串山町 122

回　答 票　数
諫早市 1,134
小浜町 1,091
国見町 929
愛野町 888
千々石町 664
吾妻町 518
瑞穂町 454
島原市 396
大村市 129
南串山町 103

い
な
い
人
へ
の
設
問
）

　
「
タ
ク
シ
ー
」
が
最
も
多
く
、

次
い
で「
路
線
バ
ス
」と
な
っ
て

い
ま
す
。

4　

路
線
バ
ス
に
つ
い
て

①
赤
字
路
線
に
対
す
る
市
の
運

行
補
助
金
の
認
知
度

　

過
半
数
が
「
知
ら
な
い
」
と

回
答
し
て
い
ま
す
。

②
バ
ス
事
業
者
に
対
す
る
市
か

ら
の
提
言

　
「
現
状
維
持
で
よ
い
」
が
約

38
％
、「
利
便
性
向
上
を
図
る
」

が
約
29
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
赤
字
補
て
ん
額
に
つ
い
て

　

「
利
便
性
も
赤
字
路
線
の
運

行
補
助
金
も
現
状
維
持
で
よ

い
」
の
回
答
が
最
も
多
い
も
の

の
、
「
利
便
性
は
低
下
し
て

も
、
赤
字
路
線
の
運
行
補
助
金

を
減
額
す
べ
き
」
と
の
回
答
も

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

④
愛
野
地
域
に
お
け
る
ミ
ニ

タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
に
つ
い
て

　

「
賛
成
」
と
す
る
回
答
が
過

半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

5　

乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

①
赤
字
路
線
に
対
す
る
市
の
運

行
補
助
金
の
認
知
度

　

過
半
数
が
「
知
ら
な
い
」
と

回
答
し
て
い
ま
す
。

②
乗
合
タ
ク
シ
ー
制
度
に
つ
い

て

　

「
全
地
域
対
象
の
新
制
度
模

索
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で

「
現
状
維
持
で
よ
い
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
に
関
す
る

課
題
整
理

　

本
市
で
は
、
自
家
用
車
の
普

及
が
進
み
、
高
齢
者
を
含
む
多

く
の
人
々
が
普
段
の
移
動
手
段

に
自
動
車
を
利
用
し
て
い
る
現

状
に
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
か
ら
も
、
路
線
バ
ス
や
乗

合
タ
ク
シ
ー
に
関
す
る
設
問
の

無
回
答
比
率
が
10
〜
30
％
と
、

公
共
交
通
に
対
す
る
関
心
が
低

い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
現
状
の
鉄
道
・

路
線
バ
ス
に
お
い
て
も
、
利
用

者
の
減
少
に
伴
う
減
便
や
路
線

集
約
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
水
準
の

低
下
と
い
う
負
の
連
鎖
に
陥

り
、
結
果
と
し
て
、
公
共
交
通

空
白
地
域
の
拡
大
や
自
動
車
を

利
用
し
な
い
市
民
に
対
す
る
生

活
交
通
の
確
保
・
維
持
が
困
難

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

課
題
1

公
共
交
通
空
白
地
域
に
お
け
る

移
動
手
段
の
確
保

　

高
齢
者
を
中
心
と
し
た
移
動

手
段
を
、
ど
の
程
度
持
続
的
に

確
保
し
て
い
く
か
、
最
低
限
の

移
動
手
段
保
障
の
あ
り
方
を
模

索
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

特
に
、
全
市
的
に
一
律
な
運

行
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と

は
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
は
必

要
で
あ
る
も
の
の
、
持
続
的
に

確
保
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域

ご
と
に
異
な
る
需
要
や
移
動

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
展
開
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

課
題
2

公
共
交
通
の
持
続
的
な
運
行
継

続
の
た
め
の
取
り
組
み

既
存
の
鉄
道
や
路
線
バ
ス
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
持
続
的
な
運

行
を
継
続
し
て
い
く
に
あ
た

り
、
今
後
の
財
政
状
況
（
市
の

補
助
負
担
）
が
不
安
定
な
中
で

は
、
利
用
促
進
に
よ
る
取
り
組

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

特
に
、
限
り
あ
る
財
源
を
よ

り
効
率
的
・
効
果
的
に
活
用
し

て
運
行
赤
字
を
削
減
す
る
こ
と

が
第
一
で
あ
り
、
行
政
と
住

民
、
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て

「
み
ん
な
で
考
え
、
育
て
て
い

く
」
と
い
う
考
え
の
も
と
で
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

課
題
3

市
内
の
公
共
交
通
の
利
便
性
向

上
　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
運

行
本
数
が
少
な
い
、
運
行
時
間

帯
が
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
な

い
、
バ
ス
停
や
駅
に
お
け
る
待

合
施
設
の
整
備
が
進
ん
で
い
な

い
な
ど
、
多
く
の
問
題
点
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
自
動
車
か
ら
の

利
用
転
換
を
含
め
、
公
共
交
通

の
利
用
促
進
の
た
め
に
、
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
と
し

て
の
利
便
性
向
上
や
移
動
の
目

的
・
実
態
（
時
間
帯
・
行
き
先

な
ど
）
を
踏
ま
え
た
対
応
を
図

り
、
公
共
交
通
の
利
用
を
増
加

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

以
上
の
結
果
を
基
礎
資
料
と

し
、
今
後
の
通
勤
・
通
学
、
買

い
物
、
通
院
な
ど
へ
の
交
通
弱

者
に
対
す
る
生
活
交
通
手
段
の

確
保
、
ま
た
、
市
に
と
っ
て
望

ま
し
い
公
共
交
通
の
あ
り
方
や

方
向
性
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
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千々石町 664
吾妻町 518
瑞穂町 454
島原市 396
大村市 129
南串山町 103

い
な
い
人
へ
の
設
問
）

　
「
タ
ク
シ
ー
」
が
最
も
多
く
、

次
い
で「
路
線
バ
ス
」と
な
っ
て

い
ま
す
。

4　

路
線
バ
ス
に
つ
い
て

①
赤
字
路
線
に
対
す
る
市
の
運

行
補
助
金
の
認
知
度

　

過
半
数
が
「
知
ら
な
い
」
と

回
答
し
て
い
ま
す
。

②
バ
ス
事
業
者
に
対
す
る
市
か

ら
の
提
言

　
「
現
状
維
持
で
よ
い
」
が
約

38
％
、「
利
便
性
向
上
を
図
る
」

が
約
29
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
赤
字
補
て
ん
額
に
つ
い
て

　

「
利
便
性
も
赤
字
路
線
の
運

行
補
助
金
も
現
状
維
持
で
よ

い
」
の
回
答
が
最
も
多
い
も
の

の
、
「
利
便
性
は
低
下
し
て

も
、
赤
字
路
線
の
運
行
補
助
金

を
減
額
す
べ
き
」
と
の
回
答
も

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

④
愛
野
地
域
に
お
け
る
ミ
ニ

タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
に
つ
い
て

　

「
賛
成
」
と
す
る
回
答
が
過

半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

5　

乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

①
赤
字
路
線
に
対
す
る
市
の
運

行
補
助
金
の
認
知
度

　

過
半
数
が
「
知
ら
な
い
」
と

回
答
し
て
い
ま
す
。

②
乗
合
タ
ク
シ
ー
制
度
に
つ
い

て

　

「
全
地
域
対
象
の
新
制
度
模

索
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で

「
現
状
維
持
で
よ
い
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
に
関
す
る

課
題
整
理

　

本
市
で
は
、
自
家
用
車
の
普

及
が
進
み
、
高
齢
者
を
含
む
多

く
の
人
々
が
普
段
の
移
動
手
段

に
自
動
車
を
利
用
し
て
い
る
現

状
に
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
か
ら
も
、
路
線
バ
ス
や
乗

合
タ
ク
シ
ー
に
関
す
る
設
問
の

無
回
答
比
率
が
10
〜
30
％
と
、

公
共
交
通
に
対
す
る
関
心
が
低

い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
現
状
の
鉄
道
・

路
線
バ
ス
に
お
い
て
も
、
利
用

者
の
減
少
に
伴
う
減
便
や
路
線

集
約
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
水
準
の

低
下
と
い
う
負
の
連
鎖
に
陥

り
、
結
果
と
し
て
、
公
共
交
通

空
白
地
域
の
拡
大
や
自
動
車
を

利
用
し
な
い
市
民
に
対
す
る
生

活
交
通
の
確
保
・
維
持
が
困
難

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

課
題
1

公
共
交
通
空
白
地
域
に
お
け
る

移
動
手
段
の
確
保

　

高
齢
者
を
中
心
と
し
た
移
動

手
段
を
、
ど
の
程
度
持
続
的
に

確
保
し
て
い
く
か
、
最
低
限
の

移
動
手
段
保
障
の
あ
り
方
を
模

索
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

特
に
、
全
市
的
に
一
律
な
運

行
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と

は
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
は
必

要
で
あ
る
も
の
の
、
持
続
的
に

確
保
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域

ご
と
に
異
な
る
需
要
や
移
動

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
展
開
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

課
題
2

公
共
交
通
の
持
続
的
な
運
行
継

続
の
た
め
の
取
り
組
み

既
存
の
鉄
道
や
路
線
バ
ス
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
持
続
的
な
運

行
を
継
続
し
て
い
く
に
あ
た

り
、
今
後
の
財
政
状
況
（
市
の

補
助
負
担
）
が
不
安
定
な
中
で

は
、
利
用
促
進
に
よ
る
取
り
組

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

特
に
、
限
り
あ
る
財
源
を
よ

り
効
率
的
・
効
果
的
に
活
用
し

て
運
行
赤
字
を
削
減
す
る
こ
と

が
第
一
で
あ
り
、
行
政
と
住

民
、
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て

「
み
ん
な
で
考
え
、
育
て
て
い

く
」
と
い
う
考
え
の
も
と
で
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

課
題
3

市
内
の
公
共
交
通
の
利
便
性
向

上
　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
運

行
本
数
が
少
な
い
、
運
行
時
間

帯
が
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
な

い
、
バ
ス
停
や
駅
に
お
け
る
待

合
施
設
の
整
備
が
進
ん
で
い
な

い
な
ど
、
多
く
の
問
題
点
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
自
動
車
か
ら
の

利
用
転
換
を
含
め
、
公
共
交
通

の
利
用
促
進
の
た
め
に
、
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
と
し

て
の
利
便
性
向
上
や
移
動
の
目

的
・
実
態
（
時
間
帯
・
行
き
先

な
ど
）
を
踏
ま
え
た
対
応
を
図

り
、
公
共
交
通
の
利
用
を
増
加

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

以
上
の
結
果
を
基
礎
資
料
と

し
、
今
後
の
通
勤
・
通
学
、
買

い
物
、
通
院
な
ど
へ
の
交
通
弱

者
に
対
す
る
生
活
交
通
手
段
の

確
保
、
ま
た
、
市
に
と
っ
て
望

ま
し
い
公
共
交
通
の
あ
り
方
や

方
向
性
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

5● 広報うんぜん
平成24年6月



雲仙市健康づくり計画 健康うんぜん21

【朝食の摂取状況】 【いつ歯みがきをしていますか】

【こころの病気の認知度】

【運動の状況】

【アルコールの適量について】

【定期的な健康診査の必要性】

【1年に1回健康診査を受けているか】

【分煙の状況】

■問い合わせ
健康づくり課　（☎38-3111）

● 広報うんぜん
平成24年6月6



雲仙市健康づくり計画 健康うんぜん21

【朝食の摂取状況】 【いつ歯みがきをしていますか】

【こころの病気の認知度】

【運動の状況】

【アルコールの適量について】

【定期的な健康診査の必要性】

【1年に1回健康診査を受けているか】

【分煙の状況】

■問い合わせ
健康づくり課　（☎38-3111）

7● 広報うんぜん
平成24年6月



児童手当についてのお知らせ

年少扶養親族に係る扶養控除の廃止

特定扶養親族に係る扶養控除の変更

ポイント①

ポイント②

今年度から
個人住民税の扶養控除が変わりました

同居の特別障害者に対する障害者控除も変わりました

児童手当についてのお知らせ児童手当についてのお知らせ

○観光客および宿泊客総数

○雲仙市の観光消費額

● 広報うんぜん
平成24年6月8



児童手当についてのお知らせ

年少扶養親族に係る扶養控除の廃止

特定扶養親族に係る扶養控除の変更

ポイント①

ポイント②

今年度から
個人住民税の扶養控除が変わりました

同居の特別障害者に対する障害者控除も変わりました

児童手当についてのお知らせ児童手当についてのお知らせ

○観光客および宿泊客総数

○雲仙市の観光消費額

9● 広報うんぜん
平成24年6月



UNZEN CITY
NEWSうんぜんニュース

●ホットなニュースと市からのお知らせ

　家庭や職場などの緑の募金は、市や町が行う植樹・水資源などの
整備や青少年の緑化活動などの支援に活用されています。
　雲仙市では、長崎県緑化推進協会から交付された募金の一部を利
用して、市内の学校などの公共施設に植栽する花苗の購入を行って
います。
　平成23年度は、「県民
参加の森林づくり事業」と
して小浜青年交友会が「と
けん山桜並木復活事業にお
ける植樹」を行い、小浜中
学校の生徒と協働してサク
ラ（ソメイヨシノ）を植
樹。地域の自然とともに心
を育むよい体験活動となり
ました。

■問い合わせ　農林水産課（☎38-3111）

　春の叙勲の受章者が発表され、次の皆さ
んが選ばれました。おめでとうございます。

春
の
叙
勲

春
の
叙
勲　

市
内
か
ら
2
人
が
受
章

　愛野町公民館・千々石町公民館・小浜町
文化館の図書室が、4月にリニューアルされま
した。
　これまでのスチール製の本棚から、「木製の
暖かみのある本棚」へとリニューアルされ、図
書室が木の香りに包まれています。
　皆さんも、この機会に公民館図書室を訪
れ、魅力ある本の世界へ飛び込んでみません
か。

公
民
館
図
書
室
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

木
の
香
り
に
包
ま
れ
た
図
書
室
へ
ど
う
ぞ

「緑の募金」は森林づくりやさまざまな活動に活かされています
緑の募金　県民参加の森林づくり事業

　保護者や地域住民の人たちが学校を訪れ、授業を参観したり子どもたちと交流をしたり、さらには教師と
の懇談の場を持ったりすることで、子どもたちの健やかな成長を図ることを目的として、5月から7月の間の
一週間を「雲仙市子どもの心を見つめる」教育週間として位置付けています。
　実施期間は、各学校の実情に応じて下記のとおり設定されています。市内各小・中学校から地域の各家庭
へ案内状が配布されますので、この期間にぜひ学校へ足を運んでみてください。

学校へ足を運んでみませんか
平成24年度「雲仙市子どもの心を見つめる」教育週間

　障害者相談員は市長が委嘱します。相談員に
は、障害者個人の人格を尊重し、その身の上に関
する秘密を守ることが義務づけられています。悩
みや不安、要望などお気軽にご相談ください。
■問い合わせ　福祉課（☎36-2500）

今年度の相談員を紹介します
障害者相談員

̶ 旭日双光章 ̶

白山　勇さん（吾妻町）
（元吾妻町議）

̶ 瑞宝双光章 ̶

山野　輝男さん（愛野町）
（元愛野町代表監査委員）

←愛野町公民館
　図書室

千々石町公民館→
図書室

←小浜町文化館
　図書室

小浜中学校生徒によるサクラの植樹

【平成23年度　緑の募金実績】

区分 金額（円）

家
庭
募
金

  国見町 290,800

  瑞穂町 135,300

  吾妻町 179,700

  愛野町 100,900

  千々石町 126,800

  小浜町 260,800

  南串山町 120,800

 職場募金 75,000

 その他 180

 合計 1,290,280

氏名 電話 担当地区
寺西　敏明 78-0559 国見町多比良地区
橋本　康彦 78-0221 国見町土黒地区
梅津　訓子 78-1880 国見町神代地区
馬場　良隆 77-2618 瑞穂町
秋山　三井 38-2524 吾妻町
所　　暁美 36-0232 愛野町
宮本　德市 37-3580 千々石町

竹馬　　徹 74-2034
 小浜町（富津・北野・

  北本町・南本町地区）

奥村　時春 74-9424
 小浜町（木指・雲仙・

  山畑・金浜・飛子地区）
井上　唯信 88-2241 南串山町

【身体障害者相談員】 （敬称略）

【知的障害者相談員】 （敬称略）

氏名 電話 担当地区
織田　かおる 78-1044 国見町
藏本　智恵子 77-2995 瑞穂町
坂本　忠一 38-6362 吾妻町
宮本　一人 36-0510 愛野町
長濵　政廣 37-2450 千々石町
森﨑　茂德 74-9420 小浜町
山本　里美 88-2527 南串山町

 多比良小 ６月25日（月）～７月１日（日）
 土黒小 ６月23日（土）～６月29日（金）
 八斗木小 ５月30日（水）～６月５日（火）
 神代小 ６月17日（日）～６月23日（土）
 国見中 ６月28日（木）～７月５日（木）
 西郷小 ６月25日（月）～７月１日（日）
 岩戸小 ６月11日（月）～６月17日（日）
 大正小 ６月17日（日）～６月23日（土）
 瑞穂中 ７月３日（火）～７月９日（月）
 川床小 ６月25日（月）～７月１日（日）
 大塚小 ６月25日（月）～７月１日（日）
 鶴田小 ６月25日（月）～７月１日（日）
 吾妻中 ７月２日（月）～７月８日（日）
 愛野小 ６月18日（月）～６月24日（日）
 愛野中 ７月２日（月）～７月８日（日）

 千々石第一小 ６月11日（月）～６月17日（日）
 千々石第二小 ６月21日（木）～６月27日（水）
 千々石中 ６月29日（金）～７月５日（木）
 小浜小 ６月25日（月）～７月１日（日）
 雲仙小 ６月27日（水）～７月５日（木）
 富津小 ６月４日（月）～６月10日（日）
 木指小 ６月11日（月）～６月17日（日）
 北串小 ６月18日（月）～６月24日（日）
 小浜中 ７月２日（月）～７月８日（日）
 北串中 ７月９日（月）～７月15日（日）
 南串第一小 ７月２日（月）～７月８日（日）
 南串第二小 ６月25日（月）～７月３日（火）
 南串中 ７月２日（月）～７月８日（日）

町 学校名 学校名「教育週間」期間 町 「教育週間」期間

国　

見

千
々
石

南
串
山

小　

浜
瑞　

穂

吾　

妻

愛
野 ■問い合わせ　学校教育課（☎37-3113）

● 広報うんぜん
平成24年6月10



UNZEN CITY
NEWSうんぜんニュース

●ホットなニュースと市からのお知らせ

　家庭や職場などの緑の募金は、市や町が行う植樹・水資源などの
整備や青少年の緑化活動などの支援に活用されています。
　雲仙市では、長崎県緑化推進協会から交付された募金の一部を利
用して、市内の学校などの公共施設に植栽する花苗の購入を行って
います。
　平成23年度は、「県民
参加の森林づくり事業」と
して小浜青年交友会が「と
けん山桜並木復活事業にお
ける植樹」を行い、小浜中
学校の生徒と協働してサク
ラ（ソメイヨシノ）を植
樹。地域の自然とともに心
を育むよい体験活動となり
ました。

■問い合わせ　農林水産課（☎38-3111）

　春の叙勲の受章者が発表され、次の皆さ
んが選ばれました。おめでとうございます。

春
の
叙
勲

春
の
叙
勲　

市
内
か
ら
2
人
が
受
章

　愛野町公民館・千々石町公民館・小浜町
文化館の図書室が、4月にリニューアルされま
した。
　これまでのスチール製の本棚から、「木製の
暖かみのある本棚」へとリニューアルされ、図
書室が木の香りに包まれています。
　皆さんも、この機会に公民館図書室を訪
れ、魅力ある本の世界へ飛び込んでみません
か。

公
民
館
図
書
室
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

木
の
香
り
に
包
ま
れ
た
図
書
室
へ
ど
う
ぞ

「緑の募金」は森林づくりやさまざまな活動に活かされています
緑の募金　県民参加の森林づくり事業

　保護者や地域住民の人たちが学校を訪れ、授業を参観したり子どもたちと交流をしたり、さらには教師と
の懇談の場を持ったりすることで、子どもたちの健やかな成長を図ることを目的として、5月から7月の間の
一週間を「雲仙市子どもの心を見つめる」教育週間として位置付けています。
　実施期間は、各学校の実情に応じて下記のとおり設定されています。市内各小・中学校から地域の各家庭
へ案内状が配布されますので、この期間にぜひ学校へ足を運んでみてください。

学校へ足を運んでみませんか
平成24年度「雲仙市子どもの心を見つめる」教育週間

　障害者相談員は市長が委嘱します。相談員に
は、障害者個人の人格を尊重し、その身の上に関
する秘密を守ることが義務づけられています。悩
みや不安、要望などお気軽にご相談ください。
■問い合わせ　福祉課（☎36-2500）

今年度の相談員を紹介します
障害者相談員

̶ 旭日双光章 ̶

白山　勇さん（吾妻町）
（元吾妻町議）

̶ 瑞宝双光章 ̶

山野　輝男さん（愛野町）
（元愛野町代表監査委員）

←愛野町公民館
　図書室

千々石町公民館→
図書室

←小浜町文化館
　図書室

小浜中学校生徒によるサクラの植樹

【平成23年度　緑の募金実績】

区分 金額（円）

家
庭
募
金

  国見町 290,800

  瑞穂町 135,300

  吾妻町 179,700

  愛野町 100,900

  千々石町 126,800

  小浜町 260,800

  南串山町 120,800

 職場募金 75,000

 その他 180

 合計 1,290,280

氏名 電話 担当地区
寺西　敏明 78-0559 国見町多比良地区
橋本　康彦 78-0221 国見町土黒地区
梅津　訓子 78-1880 国見町神代地区
馬場　良隆 77-2618 瑞穂町
秋山　三井 38-2524 吾妻町
所　　暁美 36-0232 愛野町
宮本　德市 37-3580 千々石町

竹馬　　徹 74-2034
 小浜町（富津・北野・

  北本町・南本町地区）

奥村　時春 74-9424
 小浜町（木指・雲仙・

  山畑・金浜・飛子地区）
井上　唯信 88-2241 南串山町

【身体障害者相談員】 （敬称略）

【知的障害者相談員】 （敬称略）

氏名 電話 担当地区
織田　かおる 78-1044 国見町
藏本　智恵子 77-2995 瑞穂町
坂本　忠一 38-6362 吾妻町
宮本　一人 36-0510 愛野町
長濵　政廣 37-2450 千々石町
森﨑　茂德 74-9420 小浜町
山本　里美 88-2527 南串山町

 多比良小 ６月25日（月）～７月１日（日）
 土黒小 ６月23日（土）～６月29日（金）
 八斗木小 ５月30日（水）～６月５日（火）
 神代小 ６月17日（日）～６月23日（土）
 国見中 ６月28日（木）～７月５日（木）
 西郷小 ６月25日（月）～７月１日（日）
 岩戸小 ６月11日（月）～６月17日（日）
 大正小 ６月17日（日）～６月23日（土）
 瑞穂中 ７月３日（火）～７月９日（月）
 川床小 ６月25日（月）～７月１日（日）
 大塚小 ６月25日（月）～７月１日（日）
 鶴田小 ６月25日（月）～７月１日（日）
 吾妻中 ７月２日（月）～７月８日（日）
 愛野小 ６月18日（月）～６月24日（日）
 愛野中 ７月２日（月）～７月８日（日）

 千々石第一小 ６月11日（月）～６月17日（日）
 千々石第二小 ６月21日（木）～６月27日（水）
 千々石中 ６月29日（金）～７月５日（木）
 小浜小 ６月25日（月）～７月１日（日）
 雲仙小 ６月27日（水）～７月５日（木）
 富津小 ６月４日（月）～６月10日（日）
 木指小 ６月11日（月）～６月17日（日）
 北串小 ６月18日（月）～６月24日（日）
 小浜中 ７月２日（月）～７月８日（日）
 北串中 ７月９日（月）～７月15日（日）
 南串第一小 ７月２日（月）～７月８日（日）
 南串第二小 ６月25日（月）～７月３日（火）
 南串中 ７月２日（月）～７月８日（日）

町 学校名 学校名「教育週間」期間 町 「教育週間」期間

国　

見

千
々
石

南
串
山

小　

浜
瑞　

穂

吾　

妻

愛
野 ■問い合わせ　学校教育課（☎37-3113）
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選
挙
体
制
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た

次
回
の
国
政
選
挙
か
ら
実
施
し
ま
す

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

選
挙
体
制
の
見
直
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
一
環
と
し
て
投

票
区
と
投
票
所
の
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。

投
票
区
と
投
票
所
の
統
廃
合
、

見
直
し
に
つ
い
て

　

投
票
区
に
つ
い
て
は
、
旧
町

か
ら
引
き
継
い
だ
41
カ
所
で
選

挙
を
執
行
し
て
き
ま
し
た
が
、

数
十
年
間
見
直
し
が
さ
れ
て
い

な
い
と
こ
ろ
や
、
投
票
区
ご
と

の
有
権
者
数
を
比
較
し
た
場
合

に
、
旧
町
間
で
規
模
や
配
置
の

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
状

況
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
家
用
車
の
普
及
や

道
路
網
の
整
備
な
ど
で
利
便
性

が
向
上
し
た
こ
と
、
選
挙
制
度

の
整
備
が
進
み
、不
在
者
投
票
・

期
日
前
投
票
・
郵
便
投
票
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
投
票
日
に
投

票
所
へ
行
け
な
い
人
も
投
票
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
次
の
基
準
に
基
づ
い
て

投
票
区
を
28
カ
所
に
変
更
す
る

と
と
も
に
、
3
カ
所
の
投
票
所

の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。さ
ら

に
、自
治
会
に
よ
っ
て
は
、投
票

所
の
変
更
も
行
い
ま
し
た
。

【
統
廃
合
の
基
準
】

（
1
）投
票
区

①
有
権
者
3
0
0
人
未
満
の
投

票
区
に
つ
い
て
は
、整
理
統
合

す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

②
投
票
区
は
、
小
学
校
の
学
校

区
・
通
学
区
域
を
基
準
と
し
、

道
路
状
況
や
交
通
利
便
性
、

距
離
・
地
形
な
ど
を
考
慮
し
、

分
割
ま
た
は
校
区
が
違
う
地

区
と
の
統
合
を
す
る
。

③
投
票
区
の
規
模
に
つ
い
て

は
、
有
権
者
3
千
人
を
超
え

る
場
合
は
、
そ
の
小
学
校
区

域
を
分
割
す
る
。た
だ
し
、
3

　

千
人
を
超
え
て
も
実
施
可
能

と
判
断
す
る
場
合
や
適
当
な

公
的
施
設
が
な
い
場
合
は
分

割
を
し
な
い
。

④
投
票
区
は
、
自
治
会
・
町
内

会
単
位
と
す
る
が
、
道
路
状

況
や
交
通
利
便
性
、
距
離
・

地
形
な
ど
を
考
慮
し
、
分
割

で
き
る
。

（
2
）投
票
所

①
投
票
所
は
、小
中
学
校
体
育
館

や
公
民
館
な
ど
、可
能
な
限
り

公
共
施
設
を
優
先
的
に
充
て
、

有
権
者
の
利
便
性
・
安
全
性

を
考
え
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ

れ
、駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
施

設
を
優
先
す
る
。

②
投
票
所
の
位
置
は
、
投
票
区

の
中
心
部
付
近
に
あ
る
施
設

を
原
則
と
す
る
が
、
中
心
部

付
近
に
投
票
所
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
施
設
が
な
い
場
合

は
、
な
る
べ
く
直
近
の
他
の

適
当
な
施
設
を
選
定
す
る
。

（
3
）付
帯
決
定
事
項

①
愛
野
地
区
に
つ
い
て
は
、
条

件
に
合
う
公
的
施
設
整
備
が

整
え
ば
、
投
票
区
を
2
カ
所

に
分
割
す
る
。

②
国
見
地
区
に
つ
い
て
は
、
条

件
に
合
う
公
的
施
設
整
備
が

整
え
ば
、
自
治
会
公
民
館
か

ら
公
共
施
設
に
変
更
す
る
。

③ 

愛
野
地
区
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示

場
設
置
数
が
大
幅
減
と
な
る

た
め
、
ほ
か
の
地
区
か
ら
配

置
替
え
の
調
整
を
行
う
。

④
高
齢
者
な
ど
の
交
通
弱
者
に

対
す
る
移
動
支
援
に
つ
い
て

は
、
選
挙
の
平
等
・
公
平
性

を
勘
案
し
な
が
ら
、
引
き
続

き
実
施
に
向
け
て
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
く
。

⑤
投
票
区
や
投
票
所
の
見
直
し

は
、
今
後
も
引
き
続
き
行
っ

て
い
く
。

※
統
合
・
見
直
し
後
の
投
票

区
や
投
票
所
は
、次
の
ペ
ー

ジ
の
と
お
り
で
す
。

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の

見
直
し
に
つ
い
て

　　

投
票
区
の
見
直
し
に
伴
い
、

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
設
置
数

は
、
2
9
1
カ
所
か
ら
2
1
6

カ
所
に
な
り
ま
し
た
。

投
票
所
入
場
券
の
変
更

　

次
回
の
国
政
選
挙
か
ら
、
投

票
所
入
場
券
の
裏
面
に
「
期
日

前
投
票
宣
誓
書
」
を
印
刷
し
ま

す
。期
日
前
投
票
を
利
用
す
る

人
は
、
自
宅
で
必
要
事
項
を
記

入（
自
署
）し
て
期
日
前
投
票
所

に
持
参
す
る
と
、
投
票
所
で
の

記
入
の
手
間
が
な
く
な
り
ま

す
。■

問
い
合
わ
せ

　

雲
仙
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

事
務
局

　
（
☎
38
‐
3
1
1
1
）
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【統合・見直し後の投票区・投票所】
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地区 投票
区名 投票所名 自治会等

国
見

第1 船津東公民館
陣、小路、京塚、須崎、港町、琴平第一、平和町、琴平第二、東本町、
本町1丁目、寺町、東中町、西中町、新町、住吉町、昭和町、元町、恵比
須町

第2 馬場集落センター 原口、中高下、下高下、田久保、上口、角、中組、尾崎、出雲、峠ノ尾、
山口、橋川、植松

第3 八斗木小学校体育館 魚洗川、百花台、小ヶ倉、八斗木、宮田

第4 国見農村環境改善セン
ター 篠原、川原田、今出、尾茂、南下原、北下原東、北下原西

第5 東里公民館 山ノ上、楠高、東里、上里、上古賀
第6 神代研修センター 西里、下古賀、川東、片田、小路、向町、川西

瑞
穂

第7 西郷小学校体育館 栗林、東、河内、杉峰、古江、伊古、船津
第8 大正小学校体育館 大川、横田、高田、桑田、岡、夏峰
第9 岩戸小学校体育館 岩戸、西岩戸

吾
妻

第10 鶴田小学校体育館 三室一、三室二、三室三、三室四、平木場、西光寺、田内川、守山馬場、
古庄、岩戸、新城、萩ノ本、田之平、大木場、横田、田川原

第11 吾妻町ふるさと会館 牛口東、牛口三、牛口四、山田馬場、栗林、永中、吾妻荘、柿田、山田
原

第12 川床小学校管理棟 布江、川床、牧ノ内、黒仁田
第13 大塚小学校体育館 河内、吹ノ原、大熊一、大熊二、中阿母、阿母崎一、阿母崎二

愛
野 第14 愛野農業者

トレーニングセンター
新崎、川端、舟津、迫、順手、東、本町、有明、本下、平和、八幡、原、
境ノ尾、新町、小無田、寺ノ尾、玉垣、浜口、サン・コーポラス、幸町、
田端、中島、桜山、山沢、中野、浜

千
々
石

第15 下峰児童館 上塩浜、下塩浜、塩屋、島、平和、大迫、峯、中尾、八ヶ島

第16 千々石総合支所
上石田、下石田、瀬々尾、中島、上町、中町、北元江、犬丸、南元江、
日ノ田、須ノ崎、金屋、釜、河内、岡東、吾妻1、吾妻2、平畑、上山頭、
下山頭、寺ノ元、下狩場、上野田、神ノ下、森馬、白津、野取

第17 千々石第二小学校管理棟 桂ノ迫、飯岳、高野、西中組、東中組、己ノ鍔、白新田、下岳、上岳

小
浜

第18 富津漁民センター 木津、西小浦、東小浦、加美、日見、殿川
第19 県立小浜高等学校管理棟 下山領、上山領、北村、北野
第20 雲仙やまびこ会館 小地獄、新湯、寺ノ馬場、古湯、別所

第21 小浜総合支所
平松、湯ノ里荘、湯楽苑、羽毛合、少路、朝日山、東中、西中、宮ノ丁、
田之中、刈水、北湯ノ崎、南湯ノ崎、道前、桜花苑、鬢串、小田山（笹
ノ辻）

第22 南本町公民館 新湯ノ崎、山ノ上、小浜病院、脇浜、上脇、ハートピア、新町、マリーナ
第23 木指公民館 日当、上須賀、中須賀、下須賀、小田崎、林の内、蔭平、目付石、浜口

第24 金浜公民館 目付石（北呂）、浜口、浜、野中、下木場、上木場、大木場、小田山（下通・
下屋敷）

第25 北串住民センター 大亀、小野河内、上区、中区、下区、原区、茂尾
第26 飛子公民館 菜切、清水、上方、浜方、影平、上光手、下光手

南
串
山

第27 南串山保健福祉センター 鬼池、白頭、板引、門山、樫峰、加例川、井手ノ上、内原、上大良、妙見、
椎木川

第28 南串山総合支所 新山、溜水、上木場、西浜、水ノ浦、田ノ平、塚ノ山、中ノ場、板上奥、
谷間川、小竹木

※投票日当日の投票は、指定の投票所でしか投票できません。
※諸事情により、投票所が変更する場合があります。



国体準備室（☎37-3113）問

■雲仙市開催種目■
　　サッカー（少年男子）、ボクシング、馬術
■デモンストレーション行事■
　　雲仙アヅマクロス

イベントで国体をＰＲしました

◆『雲仙モーモーフェスティバル　イン　みずほ』の巻

◆『ジオパーク国際ユネスコ会議』の巻

◆会期　平成26年10月12日（日）～10月22日（水）

市民安全課　☎38-3111

戸別受信機～故障の原因№１は？ ⇒ 乾電池の液漏れ

■がんばくん募金■
平成24年4月末までの
募金額　10,000円

このほかにも、食に関する講習会への参加など食育はたくさんあります。
まずはあなたにできる食育から始めてみませんか？

問

問 問
講習会 参加など食育はたくさんあります

■知ろう！防ごう！食中毒■知ろう！防ごう！食中毒

～食中毒予防の三原則～
１　食中毒菌をつけない

２　食中毒菌を増やさない

３　食中毒菌を退治する

　　　消費生活センター　☎38-7830　

各種細菌の分裂速度

毎年6月は『食育月間』。毎月19日は『食育の日』です。

食育
食育み～つけた！

実はこんなことも「食育」です

食材の生産過程を知る
（田植えや収穫など）

家事の手伝いをする
（買い物や食卓配膳など）

食事に関するマナーを
伝える

おいしさ、食べやすさのために
食材の調理法を考える

身体のことを考えた
食事を作る

家族そろって食事をする

　　健康づくり課　☎38-3111

↑『雲仙モーモーフェスティバル　イン　みずほ』での様子

↑『ジオパーク国際ユネスコ会議』での様子

● 広報うんぜん
平成24年6月14
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◆『雲仙モーモーフェスティバル　イン　みずほ』の巻

◆『ジオパーク国際ユネスコ会議』の巻
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戸別受信機～故障の原因№１は？ ⇒ 乾電池の液漏れ
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募金額　10,000円

このほかにも、食に関する講習会への参加など食育はたくさんあります。
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講習会 参加など食育はたくさんあります
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～食中毒予防の三原則～
１　食中毒菌をつけない

２　食中毒菌を増やさない

３　食中毒菌を退治する

　　　消費生活センター　☎38-7830　

各種細菌の分裂速度

毎年6月は『食育月間』。毎月19日は『食育の日』です。

食育
食育み～つけた！

実はこんなことも「食育」です

食材の生産過程を知る
（田植えや収穫など）

家事の手伝いをする
（買い物や食卓配膳など）

食事に関するマナーを
伝える

おいしさ、食べやすさのために
食材の調理法を考える

身体のことを考えた
食事を作る

家族そろって食事をする

　　健康づくり課　☎38-3111

↑『雲仙モーモーフェスティバル　イン　みずほ』での様子

↑『ジオパーク国際ユネスコ会議』での様子

15● 広報うんぜん
平成24年6月



雲仙市出前講座
■皆さんのところへ、市政に関する講座をお届け！

雲仙市出前講座メニュー　
～平成24年度～

①市政のしくみ　

②市民生活

③健康づくり

④福祉

⑤教育・文化・スポーツ

⑥産業

⑦ごみ・環境

⑧安全・安心

　

出
前
講
座
は
、市
の
職
員
な
ど

が
、市
民
の
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
出

向
き
、市
の
取
り
組
み
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、分
か
り

や
す
く
説
明
し
た
り
、生
活
に
役

立
つ
情
報
を
お
届
け
し
た
り
す

る
も
の
で
す
。市
政
に
つ
い
て
、知

り
た
い
こ
と
、聞
き
た
い
こ
と
な
ど

が
あ
る
と
い
う
皆
さ
ん
、ど
う
ぞ

出
前
講
座
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象 

　

原
則
と
し
て
、市
内
在
住
・
在

勤・在
学
す
る
、お
お
む
ね
５
人
以

上
の
グ
ル
ー
プ
な
ど

●
内
容 

　
「
出
前
講
座
メ
ニュ
ー
」か
ら
お

選
び
く
だ
さ
い
。

●
時
間 

　

原
則
と
し
て
、平
日
の
午
前
10

時
か
ら
午
後
９
時
30
分
ま
で
の
２

時
間
以
内

●
会
場 

　

申
し
込
み
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、市
内

に
限
り
ま
す
。

●
講
師
料 

　

無
料
で
す
が
、会
場
使
用
料
や

材
料
費
な
ど
は
、グ
ル
ー
プ
な
ど

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法　
　

　

原
則
と
し
て
、出
前
希
望
日
の

１
カ
月
前
ま
で
に
、申
込
書
を
各

担
当
課
へ
、直
接
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。申
込
書
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
お
願
い　

次
の
よ
う
な
場
合
、

出
前
講
座
は
開
講
で
き
ま
せ
ん
。

・
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
、
営

利
目
的
の
活
動
と
し
て
み
な

さ
れ
る
も
の

・
苦
情
や
陳
情
を
目
的
と
す
る

場
合
や
そ
れ
と
思
わ
れ
る
も

の

・
出
前
講
座
の
開
催
目
的
に
反

す
る
と
思
わ
れ
る
も
の

　　政策企画課広報班　☎38-3111

市の取り組み、行政
サービスの「わからな
い」ことを市職員が説
明に伺います。メニュー
は下記のとおりです。

→
出
前
講
座
イ
メ
ー
ジ

問

男
女
が
互
い
を
認
め
合
い
、尊
重
し
、協
力
し
あ
う
ま
ち　

雲
仙
市

Vol.51

アンケートにご協力ください
第2次雲仙市男女共同参画計画（平成25
年度～平成29年度）を策定するため、市民
アンケートを実施します。
6月初旬に3,000人の皆さまを無作為で
抽出し、アンケート用紙を送付しますので、
アンケート用紙が届いたかたは、アンケー
トへのご協力をお願いします。

『
第
３
期
男
女
共
同
参
画

懇
話
会
』提
言
書
提
出

雲
仙
市

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
政
策
企
画
課
内
）　

☎
38
-３
１
１
１

問

　

４
月
20
日
、第
３
期
男
女
共
同

参
画
懇
話
会
の
山
口
陽
子
座
長

と
森
谷
和
一郎
副
座
長
が
、「
男
女

共
同
参
画
計
画
」の
次
期
策
定
に

向
け
、現
計
画
を
踏
襲
し
た
上

で
、重
要
視
す
べ
き
新
規
８
項
目

を
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
期
懇
話
会（
委
員
10
人
）

は
平
成
22
年
８
月
に
市
長
よ
り

委
嘱
を
受
け
、「
身
近
な
男
女
共

同
参
画
の
実
現
」を
視
点
に
こ
れ

ま
で
計
６
回
の
会
議
を
開
催
し
、

提
言
を
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

提
言
で
は
、▽
国
・
県
・
市
の
連

携
が
見
え
る
取
り
組
み
を
取
り

入
れ
、防
災
分
野
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
の「
女
性
力
」の
活

用
へ
の
取
組
推
進
▽
男
女
共
同
参

画
社
会
実
現
に
向
け
、あ
ら
ゆ
る

世
代
・
分
野
へ
の
意
識
改
革
▽
固

定
的
な
役
割
分
担
意
識
の
解
消

▽
ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
の
周

知
お
よ
び
必
要
な
環
境
・
体
制
の

整
備
▽
高
齢
者
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
た
め
の
男
女
共
同
参
画
視

点
で
の
取
り
組
み
▽
男
性
に
と
っ

て
の
男
女
共
同
参
画
へ
の
意
識
啓

発
▽
子
ど
も
の
成
長
の
中
で
の
家

庭・学
校・地
域
の
取
り
組
み
▽
性

の
尊
重
と
女
性
に
対
す
る
暴
力
の

根
絶
の
た
め
の
予
防
と
対
策
に
つ

い
て
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

←
提
言
書
提
出
の
様
子

　
　

雲
仙
市
で
は
、男
女
が
真
に
平

等
な
立
場
の
も
と
、家
庭
や
職

場
、地
域
社
会
に
お
い
て
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
や
能
力
を
十
分
に
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民

の
皆
さ
ま
の
意
見
を
聴
く
た
め

に
、雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
懇
話

会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
役
割
】

　

年
３
回
程
度
開
催
予
定
の
懇

話
会
で
、男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
協
議
し
、意
見
を

取
り
ま
と
め
て
市
長
に
提
言
す

る
。

【
委
員
謝
礼
】

　

１
回（
３
時
間
程
度
）の
会
議

出
席
に
つ
き
、５
千
円
。

別
途
交
通
費
支
給
。

【
任
期
】

　

２
年（
平
成
24
年
８
月
〜
平
成

26
年
７
月
）

【
募
集
人
員
】　

２
人
程
度

【
応
募
資
格
】

　

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ

と（
１
）雲
仙
市
内
に
居
住
し
、か
つ

住
所
を
有
し
て
い
る
満
20
歳
以

上
の
人

（
２
）雲
仙
市
職
員
、市
議
会
議
員

で
な
い
人

（
３
）平
日
の
会
議（
年
３
回
程

度
）に
出
席
可
能
な
人

（
４
）男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
つ
い
て
熱
意
が
あ
る
人

【
応
募
方
法
】

　

雲
仙
市
政
策
企
画
課
、各
総

合
支
所
、雲
仙
出
張
所
に
備
え
付

け
の「
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
懇

話
会
委
員
応
募
用
紙
」に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、持
参
し
て
い

た
だ
く
か
、郵
便
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
提
出
書
類
は
お
返
し
で
き

ま
せ
ん
。）

※
申
請
書
は
、雲
仙
市
ホ
ー
ムペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
応
募
締
切
】

　

平
成
24
年
６
月
22
日（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

【
選
考
方
法
】

　

提
出
さ
れ
た
書
類
に
よ
り
応

募
資
格
な
ど
に
つ
い
て
審
査
し
、

応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

　

な
お
、選
考
結
果
に
つ
い
て
は

応
募
者
全
員
に
連
絡
し
ま
す
。

【
提
出
先
】

〒
８
５
９‐１
１
０
７

雲
仙
市
吾
妻
町
牛
口
名
７
１
４

雲
仙
市
役
所　

政
策
企
画
課

（
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
）

☎
０
９
５
７（
38
）３
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
５
７（
38
）３
５
１
４

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

danjo@
city.unzen.nagasaki.jp

01010101010101010101010101

第
４
期
雲
仙
市
男
女
共

同
参
画
懇
話
会
委
員
を

募
集
し
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雲仙市出前講座
■皆さんのところへ、市政に関する講座をお届け！

雲仙市出前講座メニュー　
～平成24年度～

①市政のしくみ　

②市民生活

③健康づくり

④福祉

⑤教育・文化・スポーツ

⑥産業

⑦ごみ・環境

⑧安全・安心

　

出
前
講
座
は
、市
の
職
員
な
ど

が
、市
民
の
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
出

向
き
、市
の
取
り
組
み
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、分
か
り

や
す
く
説
明
し
た
り
、生
活
に
役

立
つ
情
報
を
お
届
け
し
た
り
す

る
も
の
で
す
。市
政
に
つ
い
て
、知

り
た
い
こ
と
、聞
き
た
い
こ
と
な
ど

が
あ
る
と
い
う
皆
さ
ん
、ど
う
ぞ

出
前
講
座
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象 

　

原
則
と
し
て
、市
内
在
住
・
在

勤・在
学
す
る
、お
お
む
ね
５
人
以

上
の
グ
ル
ー
プ
な
ど

●
内
容 

　
「
出
前
講
座
メ
ニュ
ー
」か
ら
お

選
び
く
だ
さ
い
。

●
時
間 

　

原
則
と
し
て
、平
日
の
午
前
10

時
か
ら
午
後
９
時
30
分
ま
で
の
２

時
間
以
内

●
会
場 

　

申
し
込
み
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、市
内

に
限
り
ま
す
。

●
講
師
料 

　

無
料
で
す
が
、会
場
使
用
料
や

材
料
費
な
ど
は
、グ
ル
ー
プ
な
ど

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法　
　

　

原
則
と
し
て
、出
前
希
望
日
の

１
カ
月
前
ま
で
に
、申
込
書
を
各

担
当
課
へ
、直
接
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。申
込
書
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
お
願
い　

次
の
よ
う
な
場
合
、

出
前
講
座
は
開
講
で
き
ま
せ
ん
。

・
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
、
営

利
目
的
の
活
動
と
し
て
み
な

さ
れ
る
も
の

・
苦
情
や
陳
情
を
目
的
と
す
る

場
合
や
そ
れ
と
思
わ
れ
る
も

の

・
出
前
講
座
の
開
催
目
的
に
反

す
る
と
思
わ
れ
る
も
の

　　政策企画課広報班　☎38-3111

市の取り組み、行政
サービスの「わからな
い」ことを市職員が説
明に伺います。メニュー
は下記のとおりです。

→
出
前
講
座
イ
メ
ー
ジ

問

男
女
が
互
い
を
認
め
合
い
、尊
重
し
、協
力
し
あ
う
ま
ち　

雲
仙
市

Vol.51

アンケートにご協力ください
第2次雲仙市男女共同参画計画（平成25
年度～平成29年度）を策定するため、市民
アンケートを実施します。
6月初旬に3,000人の皆さまを無作為で
抽出し、アンケート用紙を送付しますので、
アンケート用紙が届いたかたは、アンケー
トへのご協力をお願いします。

『
第
３
期
男
女
共
同
参
画

懇
話
会
』提
言
書
提
出

雲
仙
市

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
政
策
企
画
課
内
）　

☎
38
-３
１
１
１

問

　

４
月
20
日
、第
３
期
男
女
共
同

参
画
懇
話
会
の
山
口
陽
子
座
長

と
森
谷
和
一郎
副
座
長
が
、「
男
女

共
同
参
画
計
画
」の
次
期
策
定
に

向
け
、現
計
画
を
踏
襲
し
た
上

で
、重
要
視
す
べ
き
新
規
８
項
目

を
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
期
懇
話
会（
委
員
10
人
）

は
平
成
22
年
８
月
に
市
長
よ
り

委
嘱
を
受
け
、「
身
近
な
男
女
共

同
参
画
の
実
現
」を
視
点
に
こ
れ

ま
で
計
６
回
の
会
議
を
開
催
し
、

提
言
を
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

提
言
で
は
、▽
国
・
県
・
市
の
連

携
が
見
え
る
取
り
組
み
を
取
り

入
れ
、防
災
分
野
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
の「
女
性
力
」の
活

用
へ
の
取
組
推
進
▽
男
女
共
同
参

画
社
会
実
現
に
向
け
、あ
ら
ゆ
る

世
代
・
分
野
へ
の
意
識
改
革
▽
固

定
的
な
役
割
分
担
意
識
の
解
消

▽
ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
の
周

知
お
よ
び
必
要
な
環
境
・
体
制
の

整
備
▽
高
齢
者
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
た
め
の
男
女
共
同
参
画
視

点
で
の
取
り
組
み
▽
男
性
に
と
っ

て
の
男
女
共
同
参
画
へ
の
意
識
啓

発
▽
子
ど
も
の
成
長
の
中
で
の
家

庭・学
校・地
域
の
取
り
組
み
▽
性

の
尊
重
と
女
性
に
対
す
る
暴
力
の

根
絶
の
た
め
の
予
防
と
対
策
に
つ

い
て
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

←
提
言
書
提
出
の
様
子

　
　

雲
仙
市
で
は
、男
女
が
真
に
平

等
な
立
場
の
も
と
、家
庭
や
職

場
、地
域
社
会
に
お
い
て
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
や
能
力
を
十
分
に
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民

の
皆
さ
ま
の
意
見
を
聴
く
た
め

に
、雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
懇
話

会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
役
割
】

　

年
３
回
程
度
開
催
予
定
の
懇

話
会
で
、男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
協
議
し
、意
見
を

取
り
ま
と
め
て
市
長
に
提
言
す

る
。

【
委
員
謝
礼
】

　

１
回（
３
時
間
程
度
）の
会
議

出
席
に
つ
き
、５
千
円
。

別
途
交
通
費
支
給
。

【
任
期
】

　

２
年（
平
成
24
年
８
月
〜
平
成

26
年
７
月
）

【
募
集
人
員
】　

２
人
程
度

【
応
募
資
格
】

　

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ

と（
１
）雲
仙
市
内
に
居
住
し
、か
つ

住
所
を
有
し
て
い
る
満
20
歳
以

上
の
人

（
２
）雲
仙
市
職
員
、市
議
会
議
員

で
な
い
人

（
３
）平
日
の
会
議（
年
３
回
程

度
）に
出
席
可
能
な
人

（
４
）男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
つ
い
て
熱
意
が
あ
る
人

【
応
募
方
法
】

　

雲
仙
市
政
策
企
画
課
、各
総

合
支
所
、雲
仙
出
張
所
に
備
え
付

け
の「
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
懇

話
会
委
員
応
募
用
紙
」に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、持
参
し
て
い

た
だ
く
か
、郵
便
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
提
出
書
類
は
お
返
し
で
き

ま
せ
ん
。）

※
申
請
書
は
、雲
仙
市
ホ
ー
ムペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
応
募
締
切
】

　

平
成
24
年
６
月
22
日（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

【
選
考
方
法
】

　

提
出
さ
れ
た
書
類
に
よ
り
応

募
資
格
な
ど
に
つ
い
て
審
査
し
、

応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

　

な
お
、選
考
結
果
に
つ
い
て
は

応
募
者
全
員
に
連
絡
し
ま
す
。

【
提
出
先
】

〒
８
５
９‐１
１
０
７

雲
仙
市
吾
妻
町
牛
口
名
７
１
４

雲
仙
市
役
所　

政
策
企
画
課

（
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
）

☎
０
９
５
７（
38
）３
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
５
７（
38
）３
５
１
４

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

danjo@
city.unzen.nagasaki.jp
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～緊急通報システムの貸し出しを行っています～
24時間365日の見守りで在宅生活の安全安心をお届けします

吹付けアスベスト成分分析調査費を補助します

■対象者

■自己負担

■申請手続　

■問い合わせ

■対象建築物

■補助対象者

■補助額

■問い合わせ　

木造住宅の耐震診断費用を補助します

■対象となる住宅

■補助対象者

■その他

■問い合わせ　

特定建築物の耐震診断費用を補助します

■特定建築物とは…

■対象建築物

■補助対象者

■補助額

■問い合わせ

～現在地を確認できる位置検索機器の貸し出しを行っています～
徘徊行動の見られる高齢者の安全確保と介護している家族を支援します

■対象者

■自己負担

■申請手続　

■問い合わせ

【位置検索機器のしくみ】 

人工
衛星徘徊者 センター 家族

情報取得 検索 連絡

発見 場所特定 情報提供

本当にアスベストが
含まれていないか、
早期の調査を行いま
しょう！

大切な命を守るため
耐震診断を受けてみ
ませんか？

②安全センター

連絡

①

③

確認依頼

出動・救出

協力員（親戚や近所の人）
（めったにお手を煩わせません。

様子を見てご報告いただくだけです。）

電話確認

自動通報

出
動
要
請

確
認

ボタンを押すだけで大丈夫！

● 広報うんぜん
平成24年6月18



～緊急通報システムの貸し出しを行っています～
24時間365日の見守りで在宅生活の安全安心をお届けします

吹付けアスベスト成分分析調査費を補助します

■対象者

■自己負担

■申請手続　

■問い合わせ

■対象建築物

■補助対象者

■補助額

■問い合わせ　

木造住宅の耐震診断費用を補助します

■対象となる住宅

■補助対象者

■その他

■問い合わせ　

特定建築物の耐震診断費用を補助します

■特定建築物とは…

■対象建築物

■補助対象者

■補助額

■問い合わせ

～現在地を確認できる位置検索機器の貸し出しを行っています～
徘徊行動の見られる高齢者の安全確保と介護している家族を支援します

■対象者

■自己負担

■申請手続　

■問い合わせ

【位置検索機器のしくみ】 

人工
衛星徘徊者 センター 家族

情報取得 検索 連絡

発見 場所特定 情報提供

本当にアスベストが
含まれていないか、
早期の調査を行いま
しょう！

大切な命を守るため
耐震診断を受けてみ
ませんか？

②安全センター

連絡

①

③

確認依頼

出動・救出

協力員（親戚や近所の人）
（めったにお手を煩わせません。
様子を見てご報告いただくだけです。）

電話確認

自動通報

出
動
要
請

確
認

ボタンを押すだけで大丈夫！

19● 広報うんぜん
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親子読書の集いin雲仙

期　日 ６月９日（土）　

会　場 国見町文化会館

内　容 〈第１部〉 午後1時15分～2時

 　おはなし広場（図書ボランティアによる読み語り）

 〈第２部〉 午後2時15分～3時40分

 　宮西達也の絵本ライブ

入　場 無料（ただし、事前申込が必要です。）

問い合わせ　生涯学習課 ☎37-3113

京都大学交響楽団コンサート

日　時 8月28日（火）　午後5時30分開演

会　場 ハマユリックスホール

チケット 全席自由　一般1,000円

 6月13日（水）からチケット発売！

 ※市内小・中学生（無料入場整理券を学校を通して配布）

チケット販売 国見町文化会館、吾妻町ふるさと会館、

  ハマユリックスホール、生涯学習課、

  ローソン（Ｌコード：87996）

出　演 京都大学交響楽団

 【共演】市内中学校吹奏楽部

問い合わせ 生涯学習課 ☎37-3113

雲仙市文化連盟　文化講演会

日　時 6月10日（日）　午後3時～4時

会　場 瑞穂町公民館

入　場 無料

問い合わせ　生涯学習課 ☎37-3113 第7回小浜温泉ジャカランダフェスタ

期　間 6月1日（金）～30日（土）　

場　所 小浜温泉街一帯（ジャカランダ通り）

内　容 スタンプラリー（6月1日～30日）

 フォトコンテスト（6月1日～30日）

 ジャカランダカラー着こなしまSHOW（6月17日）

 雲仙市特産市（6月17日）

 ジャカランダの育て方教室（6月24日）

 「ジャカランダの花嫁」PV発表会＆コンサート

 （6月24日）

その他 ●ジャカランダの苗をもらおう！

 　（期間中、「ジャカランダプラン」で対象の旅館へ

 　  宿泊すると、ジャカランダの苗をプレゼント！）

 ●期間中、ジャカランダフェスタキャラクター

 　ネーミング募集を行います。

問い合わせ　小浜温泉観光協会 ☎0957-74-2672

第26回雲仙瑞穂特産品まつり

日　時 6月17日（日）　午前9時～午後2時

場　所 みずほすこやかランド「ふれあい広場」

問い合わせ 瑞穂特産品まつり実行委員会事務局

  （島原雲仙農業協同組合瑞穂地区営農

   センター）　☎0957-77-2151

● 広報うんぜん
平成24年6月20



市民講座「ＵＮＺＥＮ」　～『自分づくり』『仲間づくり』を始めませんか！
どこの地区でもいくつでも！興味のある講座・教室へ申し込んでください。個人で、あるいは仲間とともに、
楽しく学びましょう♪申し込みの受け付けは、期間内の平日午前9時～午後5時まで。

「ラテアート体験教室
～自宅で気軽に楽しめる方法をマスターしよう～」
　コーヒーの表面にミルクを注いで、 ハートや葉っぱ、 クマ
の顔などの模様を描く「ラテアート」。 専門の機械を使わず、
自宅でも気軽に楽しめる方法を学びます。
【日時】　6/27（水）　10:00～12:00
【対象】　一般　　　　【定員】　10人
【費用】　600円
【持参品】　エプロン、 手拭き用タオル
【講師】　栗原　克弥氏 （Cafe Crema）
【会場】　国見農村環境改善センター
【申込期間】　6/6（水）～6/20（水）先着順です。
【申込先】　生涯学習課　国見駐在　☎78-1100

女性講座『なかま』（全４回）
　一般女性を対象に、 いろんなことを学びます。
【日時 ・ 内容】
　①7/5 ・ 19（木）　10:00～11:30　「笑いヨガでココロも
　 カラダもリフレッシュ」
　②10/ 4（木）　11:30～15:00　「自分へのご褒美！
　 ノスタルジックな空間でテーブルマナーを学ぼう」
　③11/19（月）　10:00～13:00　「本場、韓国の白菜
 キムチ作り （昼食付き）」
　④12/ 5（水）　10:30～12:00　「ココロにゆとりを！
 西楽寺住職さんの法話を聞こう」
【対象】　一般女性　　　　　【定員】　15人
【費用】　6,000円程度 （全４回分。 初回で徴収します）
【持参品】 （※②④は除く）
　①動きやすい服装、 タオル、 飲み物
　③エプロン、 三角巾、 手拭き用タオル、 塩漬けした
 白菜、 持ち帰り用タッパーもしくはビニール袋
【会場】
　①③ ： 国見農村環境改善センター
　② ： 雲仙観光ホテル　④ ： 国見町文化会館
【申込期間】　6/6（水）～7/4（水）　先着順です。
【その他】
　 ・ 全４回に参加できる人が優先となります。
　 ・ ②は雲仙観光ホテルまでの送迎あり
【申込先】　生涯学習課　国見駐在　☎78-1100

笑いヨガで健康づくり講座
　笑いの体操とヨガの呼吸法を組み合わせた健康法で今
話題の笑いヨガで笑って元気になりましょう！
【会場 ・ 日時】
　①国見農村環境改善センター
 7/5 ・ 19（木）　10:00～11:30
　②千々石町公民館　7/5（木）　13:30～15:00
【対象】　一般　　　　　【定員】　各会場50人
【講師】　岩本千恵子氏　ながさき「笑いヨガ」倶楽部代表
【費用】　無料　
【持参品】　動きやすい服装 ・ タオル ・ 飲み物
【申込期間】　6/6（水）～6/29（金）
【申込先】
　①生涯学習課　国見駐在　☎78-1100
　②千々石町公民館　☎37-2520

よくばり料理教室①
　塩麹づくり、 麹を使った簡単料理 ・ お菓子づくりです。
【日時】　6/30（土）　10:00～13:00
【対象】　一般　　　　　　【定員】　先着15人
【費用】　1,000円程度 （塩麹のお土産付き）
【講師】　吉田美和子氏 （食生活改善推進員連絡協議会
  瑞穂支部代表）
【持参品】 エプロン、三角巾、手ふき用タオル、筆記用具
【会場】　瑞穂町公民館
【申込期間】　6/7（木）～6/22（金）
【申込先】　生涯学習課　瑞穂駐在　☎77-2125

プロから学ぶ魅力的な話しかた講座
　発声の仕方や魅力的な表情を学び、 より感じのいい話し
方を学びます　
【日時】　6/20（水） ・ 6/27（水） ・ 7/4（水）　19:30～21:00
【対象】　一般　　　　　【定員】　20人
【講師】　ながいありさ氏　元NBCアナウンサ
【費用】　無料
【持参品】　筆記用具
【会場】　千々石町公民館研修室
【申込期間】　6/4（月）～6/18（月）
【申込先】　千々石町公民館　☎37-2520

梅仕事
　梅干しや梅ジャム ・ 梅サワーなど梅の保存や調理方法
を学びます。
【日時】　6/20（水） ・ 6/26（火） ・ 7/2（月）　13:30～15:30
【対象】　一般　　　　　【定員】　20人
【講師】　食生活改善推進員連絡協議会小浜支部
【費用】　700円 （材料費）
【持参品】　三角巾 ・ タオル ・ 筆記用具
【場所】　南本町公民館
【申込期間】　6/5（火）～6/15（金）
【申込先】　生涯学習課　小浜駐在　☎74-5501

白ゆりエプロン学級（前期）
　健康で生きがいのある豊かな人生を送るためのコツを学
びます。
【日時 ・ 内容】
　①7/12（木）　13:30～15:30
　 「健康体操教室」
　②8/2（木）　14:00～16:00　
 「方言交流会 （小豆島＆南串山）」
　③9/13（木）　13:00～15:00
 「天然酵母でお菓子づくり」
　④9/20（木）　13:00～16:00
 「天然酵母でお菓子づくり」
【対象】　一般女性　　　　　【定員】　20人
【費用】　①② ： 無料　③ ： 600円 （③④の材料費）
【持参品】　申し込みの際にお知らせします。
【場所】　①② ： ハマユリックスホール （大会議室）
  ③④ ： 南串山保健福祉センター （調理実習室）
【申込期間】　6/7 （木） ～7/6 （金）
【申込先】　生涯学習課　南串山駐在　☎88-3114
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まちの話題

地域住民の交流と活力あるまちづくりを目指して
　小浜温泉街の空き店舗を有効活用し、地域住民の交流機会の
にぎわいの創出を図り、活力あるまちづくりを目指して小浜ふ
れあいショップ「ニコニコふれあいハウス」が、このほど小浜
町にオープンしました。施設内には、畳敷きのコミックコー
ナーやピアノ、ギャラリースペースが備えてあり、子どもから
高齢者まで、地域の皆さんの交流の場として利用することがで
きます（利用料無料）。地域に密着した事業やイベント開催の際
には、ぜひ活用してみませんか。
■問い合わせ　商工会小浜支所（☎0957-74-3171）

食を通した健康づくり活動に励んでいます
　4月19日、平成24年度雲仙市食生活改善推進員連
絡協議会総会と研修会が開かれました。今年度の活
動テーマは「健診受診を勧めましょう」。例年の事
業に加え、さらに活動を広げていく予定です。
　また、午後からは結核についての講演がありまし
た。県内でも結核の発症が特に多い島原半島。早期
発見の大切さ、発見のためには検診の受診が必要な
ことなど、結核について正しい知識を深めました。

大好評！雲仙市の特産品
　4月4日から10日まで、東京都庁で雲仙市の観光物
産展が開かれました。物産展には、都庁関係者のみな
らず雲仙市・長崎県の出身者、都庁を訪れた観光客な
どが来場し、特産品に興味津々。中には、一口試食し、
「珍しいお菓子だね～」と、まとめて購入する人や、
毎日のように訪れる人も。また、都庁の食堂でお昼の
メニューとして出した、雲仙こぶ高菜炒飯や雲仙ハマ
チ丼なども連日完売するなど、大人気でした。

子どもたちも大喜び
　５月12日、吾妻町ふるさと会
館で行われた絵本作家「とよた
かずひこ」さんの絵本ライブは、
たくさんの子どもたちでにぎわ
いました。
　普段目にする絵本の作者自ら
の想いあふれる読み聞かせに、
子どもたちは大喜び！公演後の
サイン会でも子どもたち一人ひ
とりと向き合いながら話すとよ
たさんの人柄で、会場はとても
温かい空気に包まれていました。

自らの地域は自らで守る
　「自分たちの地域は自分たち
で守るという」消防精神の下、
４月15日、愛野運動公園などで
平成24年度雲仙市消防団新入団
訓練と幹部教養訓練が行われま
した。
　訓練には、新入団員と幹部206
人が参加。小浜消防署・島原消
防署の指導で、礼式訓練や放水
訓練などが行われ、新入団員は
消防団員としての基礎技術を学
びました。

飛び出し注意！
　４月12日、雲仙市交通安全協
会小浜支部から富津小学校へ飛
び出し注意看板が贈呈されまし
た。
　児童代表に看板を手渡した森
支部長は、「車に気をつけて、絶
対に道路への飛び出しをしない
ようお願いします」と全校児童
へ注意を呼びかけました。
　同協会では、今後も小学校へ
の寄贈を行い、交通安全の啓発
に努めたいとのことです。

開所式の様子

雲仙市の特産品は、多くの皆さんに大好評でした

訓練に集中する新入団員の皆さん子どもも親も一緒に楽しみました 贈呈式で看板を受け取った児童代表

総会の様子 講演会の講師は南高医師会前会長の
泉川先生

練習の成果を発揮し優勝
　雲仙市ジュニアスポーツ大会が、4月28日
から30日まで行われ、市内外から参加した
チームが熱戦を繰り広げました。各種目で優勝し
た、雲仙市から参加したチームや個人をお知らせし
ます。（敬称略）

■空手
【形の部（小学1～3年生）】草野 愛優菜
【〃（小学4～6年生、中学1年生）】村上 慎太郎
【組手の部（小学1～3年生）】林　陽那
【〃（小学4～6年生、中学1年生）】福田 陽斗

■ソフトテニス
【団体男子】千々石中学校
【団体女子】国見中学校
【ダブルス男子】国見中学校（伊達 龍成、垣本 瑞貴）
【ダブルス女子】国見中学校（酒井 萌衣、酒井 李菜）

■バレーボール
【小学生男子】小浜諏訪　【小学生女子】浦岡
【中学生男子】南串中学校　【中学生女子】国見中学校

■サッカー　雲仙愛野FC U-12

■ソフトボール　愛野暁

■軟式野球　小浜中学校

■中学生バスケットボール
【男子】小浜中学校　【女子】吾妻中学校

■ミニバスケットボール
【女子】鶴田クラブ
【たまごクラス男子】鶴田たまご
【たまごクラス女子】多比良小エッグスター
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まちの話題

地域住民の交流と活力あるまちづくりを目指して
　小浜温泉街の空き店舗を有効活用し、地域住民の交流機会の
にぎわいの創出を図り、活力あるまちづくりを目指して小浜ふ
れあいショップ「ニコニコふれあいハウス」が、このほど小浜
町にオープンしました。施設内には、畳敷きのコミックコー
ナーやピアノ、ギャラリースペースが備えてあり、子どもから
高齢者まで、地域の皆さんの交流の場として利用することがで
きます（利用料無料）。地域に密着した事業やイベント開催の際
には、ぜひ活用してみませんか。
■問い合わせ　商工会小浜支所（☎0957-74-3171）

食を通した健康づくり活動に励んでいます
　4月19日、平成24年度雲仙市食生活改善推進員連
絡協議会総会と研修会が開かれました。今年度の活
動テーマは「健診受診を勧めましょう」。例年の事
業に加え、さらに活動を広げていく予定です。
　また、午後からは結核についての講演がありまし
た。県内でも結核の発症が特に多い島原半島。早期
発見の大切さ、発見のためには検診の受診が必要な
ことなど、結核について正しい知識を深めました。

大好評！雲仙市の特産品
　4月4日から10日まで、東京都庁で雲仙市の観光物
産展が開かれました。物産展には、都庁関係者のみな
らず雲仙市・長崎県の出身者、都庁を訪れた観光客な
どが来場し、特産品に興味津々。中には、一口試食し、
「珍しいお菓子だね～」と、まとめて購入する人や、
毎日のように訪れる人も。また、都庁の食堂でお昼の
メニューとして出した、雲仙こぶ高菜炒飯や雲仙ハマ
チ丼なども連日完売するなど、大人気でした。

子どもたちも大喜び
　５月12日、吾妻町ふるさと会
館で行われた絵本作家「とよた
かずひこ」さんの絵本ライブは、
たくさんの子どもたちでにぎわ
いました。
　普段目にする絵本の作者自ら
の想いあふれる読み聞かせに、
子どもたちは大喜び！公演後の
サイン会でも子どもたち一人ひ
とりと向き合いながら話すとよ
たさんの人柄で、会場はとても
温かい空気に包まれていました。

自らの地域は自らで守る
　「自分たちの地域は自分たち
で守るという」消防精神の下、
４月15日、愛野運動公園などで
平成24年度雲仙市消防団新入団
訓練と幹部教養訓練が行われま
した。
　訓練には、新入団員と幹部206
人が参加。小浜消防署・島原消
防署の指導で、礼式訓練や放水
訓練などが行われ、新入団員は
消防団員としての基礎技術を学
びました。

飛び出し注意！
　４月12日、雲仙市交通安全協
会小浜支部から富津小学校へ飛
び出し注意看板が贈呈されまし
た。
　児童代表に看板を手渡した森
支部長は、「車に気をつけて、絶
対に道路への飛び出しをしない
ようお願いします」と全校児童
へ注意を呼びかけました。
　同協会では、今後も小学校へ
の寄贈を行い、交通安全の啓発
に努めたいとのことです。

開所式の様子

雲仙市の特産品は、多くの皆さんに大好評でした

訓練に集中する新入団員の皆さん子どもも親も一緒に楽しみました 贈呈式で看板を受け取った児童代表

総会の様子 講演会の講師は南高医師会前会長の
泉川先生

練習の成果を発揮し優勝
　雲仙市ジュニアスポーツ大会が、4月28日
から30日まで行われ、市内外から参加した
チームが熱戦を繰り広げました。各種目で優勝し
た、雲仙市から参加したチームや個人をお知らせし
ます。（敬称略）

■空手
【形の部（小学1～3年生）】草野 愛優菜
【〃（小学4～6年生、中学1年生）】村上 慎太郎
【組手の部（小学1～3年生）】林　陽那
【〃（小学4～6年生、中学1年生）】福田 陽斗

■ソフトテニス
【団体男子】千々石中学校
【団体女子】国見中学校
【ダブルス男子】国見中学校（伊達 龍成、垣本 瑞貴）
【ダブルス女子】国見中学校（酒井 萌衣、酒井 李菜）

■バレーボール
【小学生男子】小浜諏訪　【小学生女子】浦岡
【中学生男子】南串中学校　【中学生女子】国見中学校

■サッカー　雲仙愛野FC U-12

■ソフトボール　愛野暁

■軟式野球　小浜中学校

■中学生バスケットボール
【男子】小浜中学校　【女子】吾妻中学校

■ミニバスケットボール
【女子】鶴田クラブ
【たまごクラス男子】鶴田たまご
【たまごクラス女子】多比良小エッグスター
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＜対象者＞

＜自己負担金＞

←男性用
↓女性用

町

国見
堺歯科医院 ７８‒２７４４
徳永歯科医院 ７８‒３１０５
小嶺歯科医院 ７８‒２３６６
瑞穂歯科医院 ７７‒３７７０

瑞穂
ねぎ歯科医院 ７７‒４１８２

吾妻 土井歯科クリニック ３８‒６４００
朝永歯科医院 ３８‒３０３０

愛野 寺田歯科医院 ３６‒２３２２
田口歯科医院 ３６‒３１３１

愛野歯科口腔外科クリニック

歯科医院名 町
畑中歯科医院 ３６‒３５３５

愛野
３６‒７１１０

小浜 萩尾歯科医院 ７４‒５１００
津田歯科医院 ７５‒０２８１

南串山 広田歯科医院 ８８‒３８００
馬場歯科医院 ８８‒３２１５

歯科医院名

千々石
城代歯科医院 ３７‒２８１８
天野歯科医院 ３７‒２１２１
永田歯科医院 ３７‒２００７

■雲仙市歯周病予防健診実施協力医療機関 ※事前に予約の上、受診してください。
電話番号 電話番号

６月４日～１０日は歯の衛生週間です

特定健診の尿検査（尿蛋白）に、今年から「尿潜血」の項目が新しく加わりました。
 腎疾患、泌尿器疾患について、これまでより詳しく検査ができるようになります。

Q.　血尿（尿潜血）とは？

Q.　どうやって検査するの？

Q.　基準値・判定は？

Q.　どのような病気が疑われるの？

～新たに加わりました！尿潜血検査～

Q&AQ&A

もし陽性と言われても、必ずしも病気とは限りません。しかし、症状もなく重大な疾患が潜んでいる可能性があります。
放置せず、早めに再検査を受けましょう。

● 広報うんぜん
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問い合わせ

（特定健診・後期高齢者健診）
　市民窓口課 国保年金班、長寿医療班 ☎38-3111
（がん検診・若年者健診など）
　健康づくり課 健康推進班 　 ☎38-3111

●お詫びと訂正●
　５月に全世帯配布しました「平成２４年度雲
仙市健診のお知らせ」チラシの中で、個別健
診実施医療機関名に誤りがありました。
　ここにお詫びしますとともに下記のとおり
訂正させていただきます。 （健康づくり課）

（誤）国見　本田病院
（正）国見　本田医院

健（検）診の種類 町 実施日 対象地区 会　　場

国見町

6月1日（金） 午前 神代地区（西里、東里、向町、川西、川東） 神代研修センター
6月2日（土） 午前 多比良地区 国見農村環境改善センター

6月5日（火） 午後 魚洗川、百花台、小ヶ倉、馬場第一、馬場
第二、高下第一、高下第二、高下第三 馬場集落センター

6月6日（水） 午後 金山、轟木、港町、船津東、船津中央、
船津西、北下原東、北下原西

国見農村
環境改善センター6月7日 (木） 午後 八斗木、宮田、篠原、川原田、今出、

尾茂、南下原
6月8日（金） 午前 土黒地区

愛野町

6月10日（日） 午前 愛野甲地区

愛野町公民館
6月11日（月） 午前 愛野乙地区
6月12日 (火） 午後 愛野甲地区
6月13日（水） 午後 愛野乙地区

千々石町

6月27日（水） 午後 上峰名、野田名、小倉名、木場名

千々石
保健センター

6月28日（木） 午前 北船津名、南船津名、上山頭地区、下山頭地区
6月29日（金） 午前 下峰名、上峰名、寺ノ元地区、下狩場地区
6月30日 (土） 午前 小倉名、木場名、上野田地区
7月2日 (月） 午後 北船津名、南船津名、下峰名

南串山町

7月3日（火） 午後 二小地区（溜水地区と上木場地区を除く）

南串山
保健福祉センター

7月4日（水） 午後 一小地区（溜水地区、上木場地区）

7月5日 (木） 午前 鬼池、白頭、板引、門山、樫峰、加例
川、井手ノ上、内原、上大良

7月6日（金） 午前 妙見、椎木川、新山、溜水、上木場、
西浜、水ノ浦、田ノ平

7月8日 (日） 午前 塚ノ山、中ノ場、坂上奥、谷間川、小竹木
【 受付時間 】　（午前）午前8時30分～10時　（午後）午後1時～2時30分
※午前実施日は、胃がん検診と腹部エコー検査も同時に受けることができます。
【対象者】特定健診（40～74歳までの雲仙市国保加入者）／健康診査（後期高齢者医療加入者・40歳以上の生活保護受
給者）／若年者健診（20～39歳の人で健診の機会がない人）／結核・肺がん検診（40歳以上）／大腸がん検診（20歳
以上）／前立腺がん検診（40歳以上）／肝炎ウイルス検診（過去に検診を受けたことのない40歳以上）／胃がん検診
（20歳以上）／腹部エコー検査（20歳以上）

婦人がん検診 町 実施日 受付時間 会　　場

愛野
6月19日（火） 午前8時30分～9時／午後1時～1時30分 愛野

保健福祉センター6月20日（水） 午前8時30分～9時

瑞穂
6月20日（水） 午後1時～1時30分

瑞穂町公民館
6月21日（木） 午前8時30分～9時／午後1時～1時30分

※ の日は、骨粗しょう症検診が受診できます。
【対象者】子宮がん検診（20歳以上）／乳がん検診（40歳以上）／骨粗しょう症検診（40･45･50･55･60･65･70歳）

特 定 健 診

健 康 診 査

若 年 者 健 診

結核・肺がん検診

大 腸 が ん 検 診

肝炎ウイルス検診

前立腺がん検診

腹部エコー検査

胃 が ん 検 診

＋

＋

健診の種類によって対象者、自己負担金などが異なります。
詳しくは、世帯配布の健診のお知らせをご覧ください。

乳 が ん 検 診

子 宮 が ん 検 診

骨粗しょう症検診

月の集団健診6 7・
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児童虐待防止
　市では、児童相談所や保健所などの関係機関と協力して、
虐待から子どもを守るための取り組みを行っています。
　しかし、行政の対応だけで解決できるものではありません。
一人ひとりが「子どもを虐待から守る」という意識を持ち、
地域が一体となって問題解決に取り組む姿勢が必要です。

しつけのつもりが…
　「児童虐待防止法」では、「虐待の定義はあくまでも子ども側の定義であり、親の意図とは無関係である。
親はいくら一生懸命であっても、その子をかわいいと思っていても、子ども側にとって有害な行為であれば
虐待である。」とされています。

悩まずに相談を！
　「子育てに不安がある」「しつけのつもりだけど虐待だろうか」「このままでは虐待を
してしまいそう」などの悩みがあるとき、また、子どもの泣き声や大きな怒鳴り声が聞
こえるなど「虐待かも？」と思ったときは、迷わずに相談してください。その際には、
相談した人が特定されないように秘密は固く守られます。

虐待が続くと…
　虐待のつもりがなくても、子どもの意思に反して前記のような行為が日常的に続いた場合、子どもの行動
などに、次のような傾向がみられます。
　○不衛生、栄養失調、不自然な打撲傷やあざ。 ○他者に対して乱暴で攻撃的である。
　○家に帰りたがらない。 ○自分で自分の体を傷つける。
　○他人と関係を取ることが苦手で、わざと嫌わ ○大人に対して執拗に甘えたり、または警戒
　　れるような行動を取る。 　心が強い。
　○無気力で、自分の殻に閉じこもったり、集中 ○動物を虐待する。　など
　　できない。

子どもの体や心を傷つける虐待

なくそう！
子ども虐待

身体的虐待
　首をしめる、食事を与えない、屋外へしめ出
すほか、殴る、蹴るなど児童の身体に外傷が生
じる恐れがある暴行。

ネグレクト（養育の怠慢・拒否）
　家に閉じ込める、病院に連れて行かない、児童
のみを家に残し外出する、子どもの意に反して登
校させないなど、子どもの健康・安全への配慮を
怠っている。
　また、適切な食事を与えない、衣服が不潔なま
まであるなど、食事、衣服、住居などが不適切で
ある。または無関心、怠慢な状態。

性的虐待
　児童にわいせつな行為をすること、またはわい
せつな行為をさせること。

心理的虐待
　子どもを無視する、ことばによる脅し、心を
傷つけることを繰り返し言う、兄弟姉妹との差
別など、児童に対する暴言または拒絶的な対応
をすること。
　児童の目前で配偶者に対し、暴力（ドメステ
ィック・バイオレンス）が行われること。

悩み、相談、通報はこちらへ！
《雲仙市家庭ホットライン》　　　☎0120-928-471
《雲仙市家庭児童相談室》　　　　☎0957-36-2500（内線5412）
《児童相談所全国共通ダイヤル》　☎0570-064-000
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■子育てサポートセンター会員募集！

■6月の子育て支援センターイベント情報

　保育園や学童クラブへの送迎、残業中の預かりなど、子育て中の“ちょっと困った ! ”を解決する応援をして
います。随時、育児の支援を受けたい人（依頼会員）を募集しています。

施設名 イベント 施設名 イベント
○いっしょに遊ぼう（10：00～11：30）
・ 5日：ママのためのリフレッシュ
　　　　教室
・12日：散歩・園庭遊び
・15日：みるきぃクッキング「父の日
　　　　メニュー」〈要予約、300円〉
　　　　（10：00～13：00）
・26日：親子で遊ぼう
　　　　（バスタオル持参）

○国見ひろば
・ 8日：おりがみ（12：30～）
・14日：親子自然遊び（0～3歳）
　　　　（10：30～11：30）
・17日：森のムッレ教室
　　　　（9：00～11：30）
・21日：ママ講座「モビール作り」
　　　　〈要予約〉（13：00～）
・26日：心理士と遊ぼう＆井戸端
　　　　会議
・27日：ママボランティア活動日
・15･22･29日「わらべうた＆ベビー　
　　　　マッサージ」〈有料、要予
　　　　約、3回参加できる人〉
　　　　（10：30～11：30）
○愛野出張ひろば
　（愛野保健福祉センター2階）
・ 4日：親子で楽しむ絵本とわ
　　　　らべ唄（13：00～15：00）
・11、18、25日：通常開催
　　　　　　　（10：00～15：00）

〈国見町〉
【たいら保育園】
子育て支援
センターみるきぃ
☎78-5655

〈小浜町〉
【小浜保育園】
すくすくルーム
☎76-0117

○園庭開放…毎週月・水・金曜日
　10：00～15：00
○親子教室
・ 8日：しゃぼん玉遊び
・22日：七夕制作

○親子教室…毎週火・金曜日
　10：00～12：00
・ 1 日：楽しくトイレットトレーニング
・ 4日：親子芸術鑑賞
　　　　はなさかじいさん
　　　　〈小浜幼稚園文化体育館〉　
・ 5日：お外で元気に遊ぼう！　
・ 8日：離乳食試食会
　　　　栄養満点くたくた麺
・12日：身体測定　
・15日：おとうさん♡だーいすき！
・19日：親子で遊ぼう！楽しいリト
　　　　ミック♪（11：00～11：40）
・22日：絵本を読もう
　　　　“わたしのおすすめ絵本”
・23日：マタニティコンサート
　　　　〈要予約、対象は妊婦〉
・26日：親子ピクニック
・29日：（26日雨天時）
　　　　親子ピクニック予備日

〈南串山町〉
【串山保育園】
子育てスペース
あおぞら
☎88-2685

○開設日…毎週月～金曜日
　10：00～15：00 
　都合のよい時間帯にご利用くだ
　さい。お弁当持参もOKです！

※市ホームページにも詳しく掲載しています

（内容が変更になる場合があります）

〈国見町〉
【NPO法人子育てネット
やまぼうしの会】
子育てひろば
ぽっかぽか
☎78-2528

〈吾妻町〉
【うせん辻幼稚園】
ピヨちゃんクラブ
☎38-3306

子ども支援課（☎36-2500）問

　市では、第1子を出産した人などを対象に、助産師
が家庭に伺い、お子さんの様子やお母さんの体調な
どの相談に応じています。
　現在、2人の助産師が活動しています。
　助産師への相談を希望する人は、子ども支援課へ
お問い合わせください。
（すべての希望に対応できない場合もあります）　
【対象】 ・第 1 子（乳児期）とそのお母さん（原則）
　　　 　・相談を希望する妊婦さん
【料金】 無料

お子さんの様子やお母さんの体調などの相談に応じます

佐藤　信子 さん
【担当地区】
国見・瑞穂・吾妻・愛野地区

中村　まり子 さん
【担当地区】
千々石・小浜・南串山地区
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■応募方法■

P R E S E N T S  読者プレゼント

うんぜん逸品認定

雲仙グリーンメロン（雲仙ブランド）
を4人にプレゼント！
特別な栽培管理により、ネットメロンの品種が持つ特徴を最大限

に引き出したメロンです。１個の大きさが２．５ｋｇ以上で糖度がおおむ
ね１７度以上でとても甘く、贈答用としても人気です。
この「雲仙グリーンメロン」を、ハガキをいただいた人の中から抽
選で、4人にプレゼントします。

ハガキに、①氏名（ふりがな）、②年齢、③性別、④住所、⑤
電話番号、⑥ペンネームまたはイニシャル、⑦広報うんぜん
へのご意見・ご感想や取り上げて欲しい記事・話題、身近に起
こった出来事などを書いて、郵送でご応募ください（1人1通
まで）。応募締切は、6月20日（水）当日消印有効です。なお、
当選の発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。
◎あて先
　〒859-1107　雲仙市吾妻町牛口名714番地
　政策企画課　広報班　「読者プレゼント」係
■問い合わせ　政策企画課　広報班（☎38-3111）

■商品に関する問い合わせ
　雲仙市物産販売促進協議会
　〒859-1107　雲仙市吾妻町牛口名714
　（観光物産まちづくり推進課内）
　☎0957-38-6848（直通）
※個人情報の取り扱いについては、「雲仙市個人情報
保護条例」に基づき、適正に行います。なお、当選者
の個人情報につきましては、プレゼント発送のため
に商品取り扱い事業者に提供しますので、あらかじ
めご了承ください。
※必要事項が未記入の場合には、プレゼント抽選の対
象となりませんので、ご注意ください。

写真はイメージです。実際の商品とは異なることがあります

種類

建物①

土地①

構造

鉄筋コンクリート造陸屋根3階建
（延べ面積1105.61㎡）

アスファルト舗装

面積

33.00㎡

駐車1区画

貸付料

276,417円/年額

5,000円/月額

面積
745番19
745番20
745番21
745番24
745番26
745番27
745番28
745番29
745番32
745番33
745番34
745番35
745番38
745番39

306㎡
282㎡
321㎡
451㎡
411㎡
389㎡
355㎡
355㎡

349㎡
383㎡
404㎡

済 済

済 済

済 済 済

済

済
済

牛口みなとタウン
宅地分譲中

●所在／雲仙市吾妻町牛口名字牛口●地目／雑種地●用途地
域／都市計画区域外、用途指定なし●電気／九州電力●ガス
／各戸プロパン●上水道／市営●下水道／公共下水道●交通
／島原鉄道吾妻駅（徒歩５分）、島鉄バス雲仙市役所前バス停
（徒歩10分）●道路／アスファルト舗装（区画道路６ｍ）●教育
施設（校区）／市立大塚小学校（徒歩15分）、市立吾妻中学校
（徒歩10分）●その他／公園に隣接

申し込み資格： 次のいずれにも該当する個人または法人とします。○分譲代金の支払いができる　　　
○成年被後見人もしくは被保佐人または破産者でない　○市町村税の未納がない

※詳しくは、管財課または各総合支所にある「牛口みなとタウン分譲のご案内」をご覧ください。　　
雲仙市ホームページにも掲載中です。 問　管財課（☎38-3111）　

地番

349㎡

423㎡
410㎡

分譲価格
2,877,624円
2,651,928円
3,018,684円
4,362,072円
3,975,192円
3,658,156円
3,338,420円
3,338,420円

3,281,996円
3,601,732円
3,907,488円

3,281,996円

3,977,892円
3,855,640円

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭

市有財産公募貸付
のお知らせ

市では店舗または事務所の使用目的で貸付を行います。
所在地　雲仙市小浜町北本町862番地2
　　　　（小浜バスターミナル内）       
※建物①の貸付価格は、平成23年度の固定資産仮評価額か
らの算定によるものです。契約更新による貸付価格は、該当
年度の固定資産仮評価額により変更となることがあります。
　なお、平成24年度の貸付料は、契約締結日からの日割
計算となります。       
貸付期間　契約締結の日から平成27年3月31日まで      
応募方法　「公募貸付応募申込書」に必要事項を記入・押印
の上、必要書類を添えて下記の募集期間内に管財課へ持
参してください。「公募貸付応募申込書」などの案内文書
は、管財課および各総合支所市民生活課にあります。
　市ホームページからもダウンロードできます。      
　案内文書に募集資格などが記載されていますので、熟読
の上お申し込みください。      
募集期間　6月22日（金）まで      
審査・結果通知　申込書類内容の使用目的などを審査し、
6月下旬に結果を通知します。

5月の応募総数は、１０通でした。
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か
け
く
だ

さ
い
。お
仕
事
復
帰
後
も
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
ね
。

◆

※
瑞
穂
町
の
松
木
静
子
さ
ん
か
ら
、

奇
妙
な
形
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
描
い
た

絵
ハ
ガ
キ
の
投
稿
が
あ
り
ま
し
た
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
近
所
の
井
堀
さ
ん
の

畑
で
獲
れ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

―
す
ご
く
お
上
手
で
す
ね
。
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■応募方法■

P R E S E N T S  読者プレゼント

うんぜん逸品認定

雲仙グリーンメロン（雲仙ブランド）
を4人にプレゼント！
特別な栽培管理により、ネットメロンの品種が持つ特徴を最大限

に引き出したメロンです。１個の大きさが２．５ｋｇ以上で糖度がおおむ
ね１７度以上でとても甘く、贈答用としても人気です。
この「雲仙グリーンメロン」を、ハガキをいただいた人の中から抽
選で、4人にプレゼントします。

ハガキに、①氏名（ふりがな）、②年齢、③性別、④住所、⑤
電話番号、⑥ペンネームまたはイニシャル、⑦広報うんぜん
へのご意見・ご感想や取り上げて欲しい記事・話題、身近に起
こった出来事などを書いて、郵送でご応募ください（1人1通
まで）。応募締切は、6月20日（水）当日消印有効です。なお、
当選の発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。
◎あて先
　〒859-1107　雲仙市吾妻町牛口名714番地
　政策企画課　広報班　「読者プレゼント」係
■問い合わせ　政策企画課　広報班（☎38-3111）

■商品に関する問い合わせ
　雲仙市物産販売促進協議会
　〒859-1107　雲仙市吾妻町牛口名714
　（観光物産まちづくり推進課内）
　☎0957-38-6848（直通）
※個人情報の取り扱いについては、「雲仙市個人情報
保護条例」に基づき、適正に行います。なお、当選者
の個人情報につきましては、プレゼント発送のため
に商品取り扱い事業者に提供しますので、あらかじ
めご了承ください。
※必要事項が未記入の場合には、プレゼント抽選の対
象となりませんので、ご注意ください。

写真はイメージです。実際の商品とは異なることがあります

種類

建物①

土地①

構造

鉄筋コンクリート造陸屋根3階建
（延べ面積1105.61㎡）

アスファルト舗装

面積

33.00㎡

駐車1区画

貸付料

276,417円/年額

5,000円/月額

面積
745番19
745番20
745番21
745番24
745番26
745番27
745番28
745番29
745番32
745番33
745番34
745番35
745番38
745番39

306㎡
282㎡
321㎡
451㎡
411㎡
389㎡
355㎡
355㎡

349㎡
383㎡
404㎡

済 済

済 済

済 済 済

済

済
済

牛口みなとタウン
宅地分譲中

●所在／雲仙市吾妻町牛口名字牛口●地目／雑種地●用途地
域／都市計画区域外、用途指定なし●電気／九州電力●ガス
／各戸プロパン●上水道／市営●下水道／公共下水道●交通
／島原鉄道吾妻駅（徒歩５分）、島鉄バス雲仙市役所前バス停
（徒歩10分）●道路／アスファルト舗装（区画道路６ｍ）●教育
施設（校区）／市立大塚小学校（徒歩15分）、市立吾妻中学校
（徒歩10分）●その他／公園に隣接

申し込み資格： 次のいずれにも該当する個人または法人とします。○分譲代金の支払いができる　　　
○成年被後見人もしくは被保佐人または破産者でない　○市町村税の未納がない

※詳しくは、管財課または各総合支所にある「牛口みなとタウン分譲のご案内」をご覧ください。　　
雲仙市ホームページにも掲載中です。 問　管財課（☎38-3111）　

地番

349㎡

423㎡
410㎡

分譲価格
2,877,624円
2,651,928円
3,018,684円
4,362,072円
3,975,192円
3,658,156円
3,338,420円
3,338,420円

3,281,996円
3,601,732円
3,907,488円

3,281,996円

3,977,892円
3,855,640円

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭

市有財産公募貸付
のお知らせ

市では店舗または事務所の使用目的で貸付を行います。
所在地　雲仙市小浜町北本町862番地2
　　　　（小浜バスターミナル内）       
※建物①の貸付価格は、平成23年度の固定資産仮評価額か
らの算定によるものです。契約更新による貸付価格は、該当
年度の固定資産仮評価額により変更となることがあります。
　なお、平成24年度の貸付料は、契約締結日からの日割
計算となります。       
貸付期間　契約締結の日から平成27年3月31日まで      
応募方法　「公募貸付応募申込書」に必要事項を記入・押印
の上、必要書類を添えて下記の募集期間内に管財課へ持
参してください。「公募貸付応募申込書」などの案内文書
は、管財課および各総合支所市民生活課にあります。
　市ホームページからもダウンロードできます。      
　案内文書に募集資格などが記載されていますので、熟読
の上お申し込みください。      
募集期間　6月22日（金）まで      
審査・結果通知　申込書類内容の使用目的などを審査し、
6月下旬に結果を通知します。

5月の応募総数は、１０通でした。
　

夏
ア
ス
パ
ラ
出
荷
前
に
イ
ン
ゲ

ン
収
穫
で
テ
ン
テ
コ
舞
。北
串
地
区

で
「
じ
ゃ
が
ま
つ
り
」
も
あ
る
の
で

皆
さ
ん
来
て
ネ
！
き
れ
い
な
花
で

い
や
さ
れ
た
い
と
思
い
応
募
し
ま

し
た
。

（
ア
ス
パ
ラ
バ
ー
ち
ゃ
ん　

62
歳
女
性
）

―
イ
ン
ゲ
ン
収
穫
、お
疲
れ
様
で
す
。

続
い
て
、ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
収
穫
と
お
忙

し
い
日
々
が
続
き
そ
う
で
す
ね
。

　

こ
れ
か
ら
気
温
が
高
く
な
っ
て
、蒸

し
暑
く
な
っ
て
く
る
季
節
で
す
の
で
、

お
体
に
気
を
つ
け
て
、農
作
業
を
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。◆

　

亡
く
な
っ
た
父
が
使
っ
て
い
た
耕

運
機
は
、畑
の
小
屋
で
お
休
み
中
で

す
。私
は
、機
械
を
父
に
習
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、く
わ
で
畑
を
た
が

や
し
て
い
ま
す
。野
菜
を
い
ろ
い
ろ

と
作
っ
て
、収
穫
の
日
が
楽
し
み
で

す
。

（
Ｔ
Ｋ　
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歳
女
性
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―
手
作
業
で
の
農
業
と
い
う
こ
と

で
、ご
苦
労
さ
れ
た
分
、収
穫
の
時

は
、大
き
な
喜
び
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。収
穫
さ
れ
た
ら
、そ
の
情
報
も

お
寄
せ
く
だ
さ
い
ね
。

◆

　

先
日
、仁
田
峠
へ
祖
母
と
両
親
と

娘
の
５
人
で
行
き
ま
し
た
。育
児
休

暇
の
お
か
げ
で
ず
い
分
、家
族
と
一

緒
に
過
ご
す
時
間
が
と
れ
て
幸
せ

で
す
。仕
事
復
帰
し
た
あ
と
、が
ん

ば
れ
る
よ
う
、今
充
電
中
で
す
。

（
み
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歳
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性
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―
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せ
な
日
々
を
お
過
ご
し
の
よ
う

で
す
ね
。こ
れ
か
ら
も
ご
家
族
と
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内
各
地
へ
と
、ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。お
仕
事
復
帰
後
も
が
ん
ば
っ
て
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だ
さ
い
ね
。
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※
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穂
町
の
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子
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ん
か
ら
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奇
妙
な
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ャ
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イ
モ
を
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り
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の
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そ
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す
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く
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ね
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堆肥や家畜排せつ物の管理は適切に

農林水産課

堆肥や家畜排せつ物（糞尿）を
� 取り扱う農家の皆さまへ
○畜舎や運動場の糞尿は、適切に管
理し、畜舎外に流出しないように
しましょう。
○堆肥や尿のほ場搬入後は、すみや
かに散布、耕転しましょう。また、
同じほ場への連続的な搬入は避け
るようにしましょう。（堆肥や尿
の捨て場所にならないように注意
しましょう）
○堆肥は、コンクリートなどの堆肥
板の上に置き、屋根をかけたり、
シートで覆ったりしましょう。
○特に降雨時は、堆肥が敷地外に流
失しないよう注意しましょう。
※堆肥の野積みは、環境汚染や地域
住民の皆さんに不快感を与えるお
それがありますので適切な処理を
お願いします。
問　農林水産課　畜産班
� （☎38-3111）

起業セミナーの参加者募集

商工労政課

働き方は選べる！あなたの未来を
応援します！
『自由（フリー）な働き方♪「一人でも
働ける！起業のススメ」
～女性向け・プチマナー講座付き～』
　今、時代の変化とともに自分の好
きな事を仕事にして、自由な働き方をし
たいという人が増えてきています。
　このセミナーでは、働き方は選べると
いうことを考え、自分がやりたいことは
何かに気付くきっかけを学びます。
日時　6月20日㈬
　　　午後6時30分～8時30分
場所　吾妻町ふるさと会館
定員　20人（男性の参加も可能です）
締切　6月15日㈮
参加費　無料
※申込書は、市ホームページからダ
ウンロードできます。
申・問　商工労政課（☎38-3111）

立候補説明会を開催します

選挙管理委員会

農業委員会委員一般選挙
　任期満了に伴う雲仙市農業委員会
委員一般選挙の立候補予定者に対す
る説明会を次のとおり開きます。
　立候補を予定している人は、出席
をお願いします。
日時　6月12日㈫　午後2時～
場所　吾妻町ふるさと会館研修室１
内容　立候補の手続き、事前審査の
日程など
※農業委員会委員選挙は、7月8日
㈰に告示、7月15日㈰に行われる
予定です。
問　選挙管理委員会事務局
� （☎38-3111）

税についてのお知らせです

税務課

　相続などに係る生命保険契約等に
基づく年金の税務上の取り扱いが変
更されたことに伴い、地方税法の規
定では還付することができない年度
分の市県民税相当額を、特別還付金
として支給する制度が創設されまし
た。
対象者　平成13～18年度において、
相続または贈与などで取得した生
命保険契約や損害保険契約などに
基づく年金を受給していた人
①年金型保険（死亡保険金を年金形
式で受給していた人）
②学資保険（学資保険の保険契約者
が亡くなったことに伴い、養育年
金を受給していた人）
③個人年金保険（個人年金保険契約
に基づく年金を受給していた人）
申請　平成25年3月31日までに、関
係書類と印鑑を持参の上、税務課
市民税班または各総合支所市民生
活課に申請してください。
申請に必要な書類
①税務署から特別還付金を支給する
旨の決定を受けた場合
…所得税の特別還付金の支給決定通
知書の写し、所得税の特別還付金
の額の計算明細書の写し
②上記①以外の人
…所得税の特別還付金の額の計算明
細書に準ずる書類の写し、特別還
付金の額の計算の基礎となる金額
その他の事項を証する書類の写し
所得・課税証明書を発行します
　6月15日から平成24年度の所得・
課税証明書を発行します。（申告が
済んでいない場合、証明書の発行が
できないことがあります）
発行場所　税務課市民税班または各
総合支所市民生活課
持参するもの　印鑑、本人確認書類
※同一世帯の親族以外の人が請求す
る場合、委任状、代理人の印鑑、
代理人の本人確認書類が必要で
す。
問　税務課�市民税班（☎38-3111）

6月の相談
■「はあと」障害者巡回相談
　障害者相談支援事業所｢はあと｣
と｢障害者就業・けんなん｣では、
障がいのある人やその家族を対象
に、毎月巡回相談を行っています。
お気軽にご相談ください。（予約
不要、無料）
日時　6月11日㈪
午前　午前10時～午後3時
場所　千々石保健センター2階
　　会議室
問・福祉課　障害福祉班
� （☎36-2500）
・障害者相談支援事業所「はあと」
� （☎36-3850）

■雲仙市就職支援相談事業
　｢就職活動は不安だらけ｣、｢ハ
ローワークの利用方法がわからな
い｣ など、就職のことで悩んでい
る皆さん！専門家によるアドバイ
スが受けられます。お気軽にご相
談ください。
日時　6月28日㈭　午前10時30
分～午後4時20分
場所　愛野町公民館
相談　1人約50分（電話予約制）
対象　雲仙市内在住または雲仙市
へＵＪＩターン希望者
予・問　商工労政課�（☎38-3111）

（予…予約、申…申し込み、問…問い合わせ）
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ゲートキーパー講座参加者募集

健康づくり課

　ゲートキーパーとは、自殺の危険
を示すサインに気づき適切な対応を
図ることができる人のことです。
　ストレス過多の現代社会。悩みを
抱えた人の孤立・孤独を防ぎ、自殺
を予防するために、仲間づくりを始
めませんか？自分の心と体をメンテ
ナンスしながら学びましょう。
　昨年受講した人からは、「何かお
役に立ちたいと思いますが、まずは、
自分の家庭からと思います」などの
感想が寄せられました。
期間　6月29日～9月21日までの　�
6回シリーズ
時間　午後1時15分～4時
場所　吾妻保健センター
内容　自殺の実態と関連疾患・アロ
マテラピー・コミュニケーション
と傾聴・心と身体に効くレシピ・
心身の病と睡眠についてなど
対象者　心の健康づくりについて興
味のある人（市内在住者）
参加費　無料
定員　30人程度
申・問� 健康づくり課（☎38-3111）

事業主の皆さんへ

市民窓口課

　平成24年7月9日から、外国人住
民にも日本人と同じく「住民基本台
帳法」が適用され、住民票が作成さ
れることになりました。今までの外
国人登録法は廃止になります。
　5月中旬ごろ、住民票に記録され
る予定の外国人に対し「仮住民票記
載事項通知書」を発送しました。通
知は日本語で書かれていますので、事
業主に相談などがありましたら、問い
合わせしていただくなど、ご協力をお
願いします。内容に間違いがある場合
は、市民窓口課までお知らせくださ
い。
問　市民窓口課（☎38-3111）

平成23年度情報公開の実施状況

政策企画課

　平成23年度における情報公開制
度の実施状況を公表します。
　請求件数は14件、請求に対する
処理件数も14件（全部公開6件、一
部公開4件、非公開0件、不存在4件）
不服申立件数0件でした。
問� 政策企画課広報班（☎38-3111）

森林の所有者届出制度がスタート

農林水産課

　平成24年4月1日から、森林の土
地所有者となった人は、市長への事
後届け出が必要となりました。
届出対象者
　面積を問わず、売買や相続などで
森林の土地を新たに取得した個人・
法人（国土利用法に基づく土地売買
契約の届け出を提出しているものを
除く）
届け出の期間
　土地の所有者となった日から90
日以内
届け出の方法
　届出書に次の書類を添付し、期間
内に、取得した土地のある市町村に
届け出てください。
①その森林の土地に係る次の書類の
うちのいずれか（写し可。権利を
取得したことがわかるもの）
・登記事項証明書
・土地売買契約書
・相続分割協議の目録
・土地の権利書
②その森林の土地の位置を示す図面
（任意の図面、大まかな位置で可）
問　農林水産課　林務水産班
� （☎38-3111）

■6月の介護予防教室（対象者：65歳以上の高齢者）� 問　福祉課（☎36-2500）　
地区名 教　室　の　名　称 場　　所 時　　間 1回目 2回目
国　見 緋寒桜健康クラブ 神代研修センター 10：00～11：30 13日(水) 27日(水)

愛　野
愛のほがらか教室 愛野町公民館 13：30～15：30 4日(月) 18日(月)
ころばんごと がんばらんば体操教室 愛野町公民館 13：30～15：00 11日(月) 25日(月)

千々石
ころばんごと がんばらんば体操教室 木場ふれあいセンター

13：30～15：00
11日(月)

さくら会 千々石保健センター 13日(水) 27日(水)

小　浜
生き生き健康教室

小田山ふれあいの村
13：30～15：30

6日(水)
富津漁民センター 14日(木)
北野公民館 20日(水)

ジャカランダ健康クラブ 小浜老人福祉センター 13：30～15：00 7日(木) 21日(木)

南串山

ころばんごと がんばらんば体操教室 南串山保健福祉センター 13：30～15：00 8日(金) 22日(金)

げんき塾

塚ノ山公民館

13：30～15：30

12日(火)
西浜公民館 15日(金)
内平ふれあいセンター 19日(火)
鬼池公民館 22日(金)
谷間川公民館 27日(水)

市からのお知らせINFORMATION
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〔
広
告
〕

　
お
知
ら
せ

愛
玩
目
的
の「
メ
ジ
ロ
の
捕
獲
」は

原
則
禁
止
と
な
り
ま
す

　
長
崎
県
で
は
、今
年
度
か
ら
原
則
、

愛
玩
鳥
獣
と
し
て
の
メ
ジ
ロ
の
捕
獲

が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
や
む
を

得
な
い
理
由
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
は
、
所
定
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
メ
ジ
ロ
の
飼
養

を
行
っ
て
き
た
人
は
、
市
に
更
新
手

続
き
を
行
う
こ
と
で
継
続
し
て
飼
養

が
で
き
ま
す
が
、
足
環
が
壊
れ
て
い

る
場
合
や
飼
養
許
可
の
な
い
も
の

は
、
更
新
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。

問　
市
農
林
水
産
課　
林
務
水
産
班

　
☎（
３８
）３
１
１
１

特
定
不
妊
治
療
費
を
助
成
し
ま
す

　
県
で
は
、不
妊
治
療（
体
外
受
精
・

顕
微
授
精
）
に
か
か
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象　
医
療
保
険
が
適
応
さ
れ
な
い

特
定
不
妊
治
療
を
受
け
た
人
の
う

ち
、
次
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す

る
人

・
夫
婦
の
両
方
ま
た
は
ど
ち
ら
か
一

方
が
県
内
に
住
ん
で
い
る
人

・
前
年
の
夫
婦
の
所
得
合
計
が
、

７
３
０
万
円
未
満
の
人

・
県
が
指
定
す
る
医
療
機
関
で
治
療

を
受
け
た
人

助
成
限
度
額

　
１
回
の
治
療
に
つ
き
１５
万
円
。
１

年
度
目
は
３
回
ま
で
、
２
年
度
目
以

降
は
２
回
ま
で
で
、
通
算
５
年
度
ま

で
（
た
だ
し
、
通
算
１０
回
を
越
え
な

い
こ
と
）。

問　
県
南
保
健
所　
地
域
保
健
課　

　
☎
０
９
５
７（
６２
）３
２
８
９

エ
イ
ズ
即
日
検
査
を
行
い
ま
す

日
時　
６
月
５
日
㈫
、�

１２
月
３
日
㈪�

午
後
２
時
～
８
時

場
所　
県
南
保
健
所

※
即
日
検
査
と
は
、
抗
体
検
査
法
の

１
つ
で
、
迅
速
診
断
キ
ッ
ト
を
用

い
て
行
い
、
検
査
当
日
に
結
果
を

お
伝
え
し
ま
す
（
通
常
６０
分
か
か

り
ま
す
）。

※
検
査
は
無
料
・
匿
名
で
す
。
事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
。

問　
県
南
保
健
所　
健
康
対
策
班　

　
☎
０
９
５
７（
６２
）３
２
８
９

ス
ト
ッ
プ
！
農
作
業
事
故
！

　
農
繁
期
を
迎
え
、
農
作
業
時
に
農

業
機
械
を
使
用
す
る
頻
度
が
増
え
て

く
る
と
、
農
作
業
事
故
発
生
の
危
険

性
も
高
ま
り
ま
す
。

　
毎
年
、
全
国
で
約
４
０
０
人
、
県

内
で
１０
人
ほ
ど
の
尊
い
命
が
、
農
作

業
時
の
事
故
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
長
時
間
の
作
業
は
こ
ま
め
に
休
憩

を
取
り
な
が
ら
行
い
、
機
械
作
業
時

に
は
万
一
の
事
故
に
対
処
で
き
る
よ

う
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に
安
全
キ
ャ
ブ
や

フ
レ
ー
ム
な
ど
、
安
全
装
備
を
つ
け

る
と
と
も
に
、
２
人
以
上
で
農
作
業

を
行
う
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

問　
市
農
林
水
産
課

　
☎（
３８
）３
１
１
１

視
覚
障
害
者
の
生
活
訓
練

【
点
字
訓
練
】

日
時　
６
月
１３
日
㈬
、
１９
日
㈫

　
午
前
１０
時
～
正
午

　
午
後
１
時
～
３
時
（
交
流
会
）

場
所　
小
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
パ
ソ
コ
ン
教
室
】

毎
週
金
曜
日
の
午
前
中

問　
市
福
祉
課　
障
害
福
祉
班

　
☎（
３６
）２
５
０
０

　
も
よ
お
し

お
口
の
健
康
ま
つ
り

日
時　
６
月
１０
日
㈰　
午
前
１０
時
～

正
午　
表
彰�

午
後
０
時
３０
分
～

場
所　
島
原
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

歯
科
健
診
・
歯
科
保
健
指
導

・
相
談
、
歯
磨
き
教
室
、
歯
に
よ
い

お
や
つ
の
展
示
・
実
演
、
図
画
コ
ン

ク
ル
ー
ル
入
賞
者
表
彰
作
品
展
示
、

良
い
歯
の
優
秀
園
表
彰
な
ど　

問　
島
原
南
高
歯
科
医
師
会

　
☎
０
９
５
７（
６２
）３
５
０
７

気
象
学
習
会

～
長
崎
大
水
害
か
ら
３０
年
～

日
時　
６
月
１６
日
㈯
午
前
１０
時
～
正
午

場
所　

平
成
新
山
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
研
修
室

募
集
人
数　
３０
人

受
付　
６
月
２
日
㈯
か
ら
電
話
で
受
け

付
け
ま
す
。（
先
着
順
）

参
加
費　
３
０
０
円
（
資
料
代
）

講
師　
寺
井�

邦
久
氏
（
気
象
予
報
士
）

申
・
問　
平
成
新
山
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー

　
☎
０
９
５
７（
６３
）６
７
５
２

　
相
　
談

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
活
再
生
相
談
室

出
張
相
談
会

日
時　
６
月
７
日
㈭
午
前
１０
時
～
午
後

４
時

場
所　
愛
野
町
公
民
館

相
談　
無
料

予
約
電
話　
月
～
金
、
午
前
９
時
３０
分

～
午
後
６
時

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
活
再
生
相
談
室

　
☎
０
９
５（
８
２
９
）７
７
７
０

情報
Information
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〔
広
告
〕

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
準
ず
る
と
認
め
る
人

受
付
期
間　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
６
月

２６
日
㈫
～
７
月
５
日
㈭
／�

郵
送
・

持
参
…
７
月
２
日
㈪
～
７
月
１０
日
㈫

第
１
次
試
験
日　
９
月
９
日
㈰

問　
島
原
税
務
署　
総
務
課

　
☎
０
９
５
７（
６２
）３
２
８
１

高
齢
者
の
た
め
の
無
料
電
話
相
談
会

日
時　
平
成
２4
年
度
中
の
毎
週
木
曜

日
、
午
前
１０
時
～
午
後
４
時
（
た

だ
し
、
１０
月
２５
日
、
１２
月
２7
日
は

除
く
）

対
象　
原
則
と
し
て
６５
歳
以
上
の
人

申
し
込
み　
長
崎
県
弁
護
士
会
（
☎

０
９
５
-８
２
４
-３
９
０
３
）

　
「
高
齢
者
の
た
め
の
無
料
電
話
相

談
希
望
」
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

相
談
方
法　

申
し
込
み
受
け
付
け

後
、弁
護
士
か
ら
折
り
返
し
連
絡
、

電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
募
　
集

大
特（
農
耕
用
）お
よ
び

け
ん
引（
農
耕
用
）安
全
特
別
研
修

研
修
日

試
験
日

定
員

大
特
（
農
耕
用
）

6
月
13
、
14
日
6
月
15
日
20
人

6
月
20
、
21
日
6
月
22
日
20
人

け
ん
引
（
農
耕
用
）

7
月
11
日

7
月
13
日
5
人

7
月
18
日

7
月
20
日
5
人

※
研
修
日
は
、
右
表
の
研
修
日
の
う

ち
の
い
ず
れ
か
１
日
で
す
。

場
所　
研
修
…
県
立
農
業
大
学
校
研

修
部（
諫
早
市
）、
試
験
…
県
運
転

免
許
試
験
場（
大
村
市
）

申
込
方
法　
市
農
林
水
産
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
に
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

農
林
水
産
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問　
市
農
林
水
産
課

　
☎
０
９
５
７（
３８
）３
１
１
１

長
崎
県
医
学
修
学
生

　
県
で
は
、大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、

離
島
の
病
院
な
ど
に
勤
め
る
学
生
の

皆
さ
ん
に
、
修
学
資
金
を
貸
与
し
て

い
ま
す
。

募
集
対
象　
大
学
医
学
部
在
学
生

募
集
期
限　
６
月
２９
日
㈮
ま
で

選
考
方
法　
面
接
試
験
を
長
崎
市
で

行
い
ま
す
。（
応
募
者
に
通
知
）

問　
長
崎
県
医
療
人
材
対
策
室

　
☎
０
９
５（
８
９
５
）２
４
２
１

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

日
時　
６
月
２１
日
㈭
午
前
９
時
～
午

後
３
時
、
２２
日
㈮
午
前
９
時
～
午

後
３
時
３０
分

会
場　
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組

合
消
防
本
部　
４
階
多
目
的
ホ
ー

ル
申
込
期
限　
６
月
１５
日
㈮
ま
で

申
・
問　
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏

　
組
合
消
防
本
部　
予
防
課

　
☎
０
９
５
７（
６２
）５
８
５
７

消
防
設
備
士
試
験

日
時　
８
月
１９
日
㈰
午
前
１０
時

会
場　
長
崎
大
学
ほ
か

種
類　
甲
種
、
乙
種

申
請
方
法　
書
面
ま
た
は
電
子
申
請

受
付
期
間　
書
面
申
請
は
６
月
２０
日

㈬
～
７
月
４
日
㈬
、
電
子
申
請
は

６
月
１7
日
㈰
～
７
月
１
日
㈰

問　
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
長
崎
県
支
部

　
☎
０
９
５（
８
２
２
）５
９
９
９

税
務
職
員（
高
校
卒
業
程
度
）

受
験
資
格　
①
平
成
２4
年
４
月
１
日

現
在
で
、
高
等
学
校
ま
た
は
中
等

教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
か
ら
起

算
し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い

人
お
よ
び
平
成
２５
年
３
月
ま
で
に

dddddddddddddddddddddddddddddddd

d d

d d

d d

d d

d d

d d

d d

d d

d d

d d

d d

d d

d ddddddddddddddddddddddddddddddddd

ご
寄
付
の
お
礼

伊
東
　
公
子
　
様
（
長
崎
市
）

　
土
黒
小
学
校
の
教
育
環
境
の
整

備
に
役
立
て
て
と
、
同
校
出
身
で

長
崎
市
在
住
の
伊
東
公
子
様
か
ら

一
千
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
、
ピ
ア
ノ
を
は
じ
め
備
品
を
購

入
し
ま
し
た
。

雲
仙
市
奨
学
資
金
貸
付
基
金
へ

�

栗
原
　
宣
富
　
様
（
小
浜
町
）

　
香
典
返
し
に
代
え
て
、
雲
仙
市

奨
学
資
金
貸
付
基
金
へ
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

�
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■市民特別企画　10月31日まで！
入館料割引の対象年齢を拡大します！

70歳以上→60歳以上
　70歳以上が対象の「入館料525円が、200
円になる割引」の対象年齢を、期間限定で、
60歳以上に拡大します。

国民宿舎望洋荘（☎3957-74-3141）
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新玉ねぎとひき肉のサンドフライ

議会吾妻支部

エネルギー たんぱく質 脂質

653kcal 17.8ｇ 47.9g 2.0g

栄養価
（１人分）

材料（４人分） つくり方

市長コラム

ジ
オ
パ
ー
ク
で
学
ん
だ
た
く
さ
ん
の
こ
と

６月健康テレホンプログラム

子
ど
も
に
関
す
る
電
話
相
談

０１２０-９６７-９４７
市教育委員会「親子ホットライン」

（フリーダイヤル）

０１２０-９２８-４７１
市福祉事務所「家庭ホットライン」

（フリーダイヤル）

０５７０-０７８-３１０
県教育委員会「いじめ相談ホットライン」

※ＰＨＳ、ＩＰ電話からはつながりません

国際交流員　金 銀淑さんの
キム ウンスク

食塩

【フリーダイヤル】　 ０１２０-５５５-２０３
【長崎】　 ０９５-８２６-５５１１

雲仙市食生活改善推進員連絡協

食改さんのおすすめレシピ
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新玉ねぎとひき肉のサンドフライ

議会吾妻支部

エネルギー たんぱく質 脂質

653kcal 17.8ｇ 47.9g 2.0g

栄養価
（１人分）

材料（４人分） つくり方

市長コラム

ジ
オ
パ
ー
ク
で
学
ん
だ
た
く
さ
ん
の
こ
と

６月健康テレホンプログラム

子
ど
も
に
関
す
る
電
話
相
談

０１２０-９６７-９４７
市教育委員会「親子ホットライン」

（フリーダイヤル）

０１２０-９２８-４７１
市福祉事務所「家庭ホットライン」

（フリーダイヤル）

０５７０-０７８-３１０
県教育委員会「いじめ相談ホットライン」

※ＰＨＳ、ＩＰ電話からはつながりません

国際交流員　金 銀淑さんの
キム ウンスク

食塩

【フリーダイヤル】　 ０１２０-５５５-２０３
【長崎】　 ０９５-８２６-５５１１

雲仙市食生活改善推進員連絡協

食改さんのおすすめレシピ
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広報

₆⊘₁︵金︶
●赤ちゃん健康相談〈瑞穂町公民館（瑞穂・吾妻地区）〉
●特設人権相談〈10：00～15：00、市内7会場〉
●小浜温泉ジャカランダフェスタ（～30日）※詳細P20

₂︵土︶
₃︵日︶ ●災害時要援護者避難支援訓練（小浜・上須賀自治会）
₄︵月︶ ●行政相談〈9:00～12:00、国見総合福祉センター、稲本行政相談委員〉

₅︵火︶
●行政相談〈9:00～12:00、瑞穂町公民館、城行政相談
委員〉

●赤ちゃん健康相談〈国見農村環境改善センター （国見
地区）〉

₆︵水︶
●行政相談〈13:00～16:00、小浜総合支所、中村行政
相談委員〉

●ポリオ〈受付13:30～13:50、吾妻保健センター〉

₇︵木︶ ●赤ちゃん健康相談〈南串山保健福祉センター（小浜・南串山地区）〉

₈︵金︶ ●赤ちゃん健康相談〈千々石保健センター （愛野・千々石地区）〉

₉︵土︶ ●市中学校総合体育大会〈球技・武道　～10日〉　●親子読書の集いin雲仙　※詳細P20

₁₀︵日︶ ●文化講演会　※詳細P20
₁₁︵月︶ ●献血〈13:00～16:00、小浜総合支所〉

₁₂︵火︶
●行政相談〈13:00～16:00、千々石総合支所、中瀬行
政相談委員〉

●3歳児健康診査〈吾妻保健センター(瑞穂・吾妻地区）〉
●農業委員会委員一般選挙の立候補説明会　
　※詳細P30

₁₃︵水︶

●行政相談〈13:00～16:00、南串山総合支所、本田行
政相談委員〉

●行政相談〈13:30～16:00、吾妻町ふるさと会館、荒
木行政相談委員〉

●ポリオ〈受付13:15～13:35、南串山保健福祉セン
ター〉

₁₄︵木︶ ●2歳児親子歯科健診〈国見農村環境改善センター（国見地区）〉

₁₅︵金︶ ●行政相談〈13:30～16:00、愛野保健福祉センター、田尻行政相談委員〉

₁₆︵土︶ ●メディカルシンポジウム〈国見町文化会館　～17日）

₁₇︵日︶
●雲仙瑞穂特産品まつり　※詳細P20
●東京カンマーコーアコンサートin雲仙〈14：00～　吾
妻町ふるさと会館〉

₁₈︵月︶ ●献血〈9:00～11:20、12:40～16:00、雲仙市役所〉

₁₉︵火︶
●献血〈9:00～12:00、瑞穂総合支所〉
●2歳児親子歯科健診〈南串山保健福祉センター（小浜・
南串山地区）〉

₂₀︵水︶
●ポリオ〈受付13:30～13:50、千々石保健センター〉
●起業セミナー「自由（フリー）な働き方　一人でも働
ける！起業のススメ」　※詳細P30

₂₁︵木︶ ●3歳児健康診査〈国見農村環境改善センター(国見地区）〉
₂₂︵金︶
₂₃︵土︶
₂₄︵日︶ ●福祉運動会（瑞穂地区）〈瑞穂体育館〉
₂₅︵月︶
₂₆︵火︶ ●ポリオ〈受付13:30～13:50、国見農村環境改善センター〉

₂₇︵水︶
●雲仙市中学校総合体育大会(陸上)〈島原市営陸上競
技場〉

●2歳児親子歯科健診〈瑞穂町公民館（瑞穂・吾妻地
区）〉

₂₈︵木︶
●3歳児健康診査〈愛野保健福祉センター(愛野・千々
石地区）〉

●雲仙市就職支援相談　※詳細P30
●雲仙市高齢者福祉スポーツ大会〈10:30～　吾妻体
育館〉

₂₉︵金︶ ●ゲートキーパー講座①　※詳細P31
₃₀︵土︶
₇⊘₁︵日︶
₂︵月︶ ●行政相談〈9:00～12:00、国見総合福祉センター、稲本行政相談委員〉

₃︵火︶
●行政相談〈9:00～12:00、瑞穂町公民館、城行政相談
委員〉

●赤ちゃん健康相談〈吾妻保健センター （瑞穂・吾妻地
区）〉

₄︵水︶ ●行政相談〈13:00～16:00、小浜総合支所、中村行政相談委員〉

₅︵木︶ ●赤ちゃん健康相談〈小浜老人福祉センター （小浜・南串山地区）〉
 人のうごき
■人　口：47,828人（前月比　+41人)
　　　　　　男性：22,731人／女性：25,097人
■世帯数：16,737世帯（前月比　+58世帯）
 今月の税
■市県民税 ： 納期限は、7月2日(月）です

休日在宅当番医
■当番医　診療時間／9：00～17：00　　■当番歯科  診療時間／9：00～12：00

当番医 電話番号 所在地 当番医 電話番号 所在地 当番医 電話番号 所在地

6
月
3
日

本田医院 78-2768 国見町 6
月
17
日

松本内科医院 65-3333 国見町 7
月
1
日

前田内科胃腸科医院 77-3089 瑞穂町
泌尿器科・皮ふ科・菅医院 88-3151 南串山町 菅耳鼻咽喉科 88-3131 南串山町 ひらゆ医院 74-5833 小浜町
松本歯科医院 68-3872 島原市 森元歯科クリニック 68-0017 島原市 まつおデンタルクリニック 65-0233 島原市
本多歯科医院 85-3535 南島原市 八木歯科医院 86-3122 南島原市 田口歯科医院（加津佐） 87-2263 南島原市

6
月
10
日

佐藤医院 78-5555 国見町 6
月
24
日

太田整形外科 78-5413 国見町 7
月
8
日

よこた医院 77-2000 瑞穂町
菅医院 74-2457 小浜町 馬場医院 73-3666 小浜町 副島内科クリニック 74-3700 小浜町
松井歯科医院 68-0011 島原市 清水歯科医院 63-4848 島原市 高城歯科クリニック 64-6480 島原市
草野歯科医院 85-3110 南島原市 渡部歯科医院（口之津） 86-5150 南島原市 立川歯科医院 87-4547 南島原市

※変更になる場合がありますので、電話連絡後、受診してください。

●の対象者には、通知を送付しています。
●午前の相談（受付/9:30～10:30、6月の対象/H23.6～
H24.1月生、7月の対象/H23.7～H24.2月生）は参加
自由。午後の相談対象者には、通知を送付しています。

6月 7月 うんぜんくらしのカレンダー


